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【過去問 1】 

次の問いに答えなさい。 

（北海道 2016 年度） 

Ｋさんは，火山についてインターネットなどで調べ，次の実習と実験を行った。 

実習 過去の火山噴火の記録からⓐ予測される災害の情報などを記入した地図をもとに，地域にどのよう

な被害が出るのかを調べたところ，火山噴火は大きな被害を及ぼすことがあることがわかった。図１

は，火山噴火が起こったときに予測される被害をまとめたものである。 

図１  

実験 火山の形のちがいを調べるため，火山の形のモデル実

験を行った。 

[1] 泡だて器で 60秒間，空気と混ぜ合わせた 200ｇの生ク

リームＡをビニル袋にすべて入れた。 

[2] 図２のように，中央に穴をあけた板を水平に置き，Ａを

入れたビニル袋の口を穴の下から通してテープで固定し

た。 

[3] Ａをすべて板の上におし出すと，生クリームの盛り上

がった形ができた。 

図２ 

 

問１ 下線部ⓐについて，次の⑴～⑶に答えなさい。 

⑴ 次の文の  ①  に当てはまる語句を書きなさい。また， ②  に当てはまる文を書きなさい。 

この地図を一般に火山  ①  マップといい，自治体などが  ①  マップを作成する目的は，自然災

害による被害を予測し，避難場所などの情報を示すことで，被害を   ②   ためである。 

⑵ 図１において，火山灰の厚い地層をつくることがある火山ガスなどの高温の火山噴出物の流れを何とい

うか，書きなさい。 
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⑶ 次の文は，図１の火山灰の到達危険域の特徴について説明したものである。説明が完成するように， 

    に当てはまる文を，風向を明らかにして書きなさい。ただし，火山灰は，想定火口範囲の真上にふき

出すものとする。 

火山灰は，上空の        ため，図１の到達危険域のように分布する。 

問２ 実験を終えて，Ｋさんは先生と話をしています。次の⑴，⑵に答えなさい。 

Ｋさん：生クリームの盛り上がった形は，インターネットで調べたある火山の形によく似ています。 

先 生：同感です。では，実験において，[1]の生クリームと[3]の生クリームは，それぞれ火山の何

を見立てたものでしょうか，考えてみましょう。 

Ｋさん：[1]の生クリームは，火山の地下で岩石が液状になった  Ｘ  を，また，[3]の生クリーム

は， Ｘ  が地表にふき出た液状の  Ｙ  をそれぞれ見立てたものだと思います。 

先 生：そのとおりですね。ところで，生クリームを空気と混ぜ合わせる時間が長いほど，生クリ

ームのねばりけが大きくなることは知っていますね。新しい板にとりかえて，ⓑＡとねば

りけの異なる生クリームで同じ実験をすると，どうなるでしょうか。泡だて器で 30秒間，

空気と混ぜ合わせた 200ｇの生クリームＢを，すべておし出したときのＢの盛り上がった

形を予想して，スケッチしてみましょう。 

⑴ 上の文の  Ｘ  ， Ｙ  に当てはまる語句を，それぞれ書きなさい。 

⑵ 下線部ⓑについて，図３は，生クリームＡの盛り

上がった形をスケッチしたものである。Ａと比較した

生クリームＢの盛り上がった形を解答欄の図にかき

加えなさい。また，次の文は，Ｂの盛り上がった形を

予想した理由を説明したものである。説明が完成する

ように，    に当てはまる文を「ねばりけ」という

語句を使って書きなさい。 

図３ 

 

生クリームＢの方が，生クリームＡより         からである。 

問３ 次の文の①～③の｛   ｝に当てはまるものを，それぞれア，イから選びなさい。 

実際の火山の形と比べると，生クリームＡをおし出してつくった形によく似ている火山は，①｛ア 雲仙岳

（雲仙普賢岳）  イ 三原山（伊豆大島）｝であり，このような火山の噴火のようすは，②｛ア 比較的穏や

か  イ 激しく爆発的｝で，火山噴出物の色は，③｛ア 黒っぽい  イ 白っぽい｝。 
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問１ 

⑴ 

①   

②  

⑵   

⑶  

問２ 

⑴ 
Ｘ   

Ｙ   

⑵ 

形 

 

理由  

問３ 

①   

②   

③   

 

問１ 

⑴ 

① ハザード 

② 
例 

可能な限り小さくする 

⑵ 火砕流 

⑶ 
例 

西風に運ばれる 

問２ 

⑴ 
Ｘ マグマ 

Ｙ 溶岩 

⑵ 

形 
 

理由 
例 

ねばりけが小さい 

問３ 

① ア 

② イ 

③ イ 

 

問１ (1) ハザードマップを作って自然災害による被害の範囲や大きさを予測しておけば，災害が発生したと

きの避難などを迅速に行い，被害をできる限り少なくすることができる。 

 (2) 火山から噴出した固体や気体からなる高温の流れを火砕流という。火砕流は高速で流れていくため，火砕

流の被害が発生するおそれがあるときは，できるだけ早く避難しておく必要がある。 

 (3) 火山灰は粒が小さいため，風に運ばれて広い範囲に降り積もる。 

問２ (1) 地下のマグマが地表に現れ，火口から流れ出たものが溶岩である。マグマの性質の違いによって火山

にさまざまな特徴が生まれる。 
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 (2) 生クリームＢは生クリームＡよりも空気と混ぜ合わせた時間が短いので，ねばりけが小さい。このため，

下からおし出したときにできた形はＡよりもなだらかになる。実際の火山もこれと同じように，マグマのね

ばりけが小さい火山はなだらかな形に，ねばりけが大きい火山は盛り上がった形になる。 

問３ 雲仙普賢岳はねばりけが大きいマグマがふき出てできた火山である。このような火山は爆発的な噴火を

して，白っぽい火山噴出物を出す。 

 



4 大地の変化(中１) 火山 地震 地層 大地 2016 年度 

5 

【過去問 2】 

次の問いに答えなさい。 

（青森県 2016 年度） 

問２ 下の表は，ある場所で発生した地震について，地点Ｘ～Ｚにおける，震源からの距離とＰ波によるゆれが

始まった時刻を示したものである。次のア，イに答えなさい。ただし，Ｐ波は一定の速さで伝わったものと

する。 

地点 震源からの距離 Ｐ波によるゆれが始まった時刻 

Ｘ 72km 10時 25分 20秒 

Ｙ 108km 10時 25分 26秒 

Ｚ 180km 10時 25分 38秒 

ア Ｐ波によるゆれの名称を書きなさい。 

イ この地震が発生した時刻は，10時何分何秒か，求めなさい。 

 

問２ 
ア  

イ  分       秒 

 

問２ 
ア 初期微動 

イ 25 分 ８ 秒 

 

問２ ア Ｐ波によるゆれを初期微動，Ｓ波によるゆれを主要動という。 

イ Ｘ地点とＹ地点の間の距離は，108〔km〕－72〔km〕＝36〔km〕 これを６秒で移動しているので， 

 Ｐ波の速さは，
 36〔km〕

 ６〔ｓ〕
 ＝６〔km/ｓ〕になる。72kmをＰ波が進む時間は 

 72〔km〕

 ６〔km/ｓ〕
 ＝12〔ｓ〕 

 なので，地震が発生した時刻は 10時 25分 20秒よりも 12秒前の 10時 25分８秒になる。 
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【過去問 3】 

次の問いに答えなさい。 

（岩手県 2016 年度） 

問６ 右の図は，ある火成岩をルーペで観察しスケッチしたものです。次のア

～エのうち，この火成岩の名前とつくりの組み合わせとして正しいものは

どれですか。一つ選び，その記号を書きなさい。 

 

  ア イ ウ エ  

 名 前 花こう岩 花こう岩 安山岩 安山岩  

 つくり 等粒状組織 斑状組織 等粒状組織 斑状組織  
 

 

問６  

 

問６ エ 

 

問６ 比較的大きな鉱物(斑晶)が，細かい粒(石基)に囲まれてできているものを，斑状組織という。斑状組織は火

山岩のつくりである。安山岩は火山岩で，花こう岩は深成岩である。 
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【過去問 4】 

地層や生物について調べるため，ある地域の調査と資料収集を行いました。これについて，あとの問いに答え

なさい。 

（岩手県 2016 年度） 

調 査 

 図Ⅰの標高の異なるＡ～Ｄの４地点でボーリングによる調査を行った。 

 図Ⅱは，図ⅠのＡ～Ｄ地点で採取したボーリング試料をもとに作成した柱状図である。ただし，この

地域では断層やしゅう曲は見られなかった。 

図Ⅰ 図Ⅱ 

  

 図Ⅲは，Ａ地点の調査で発見されたブナ，カエル，セミの化石である。 

図Ⅲ 
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資 料 

 図Ⅳは，セキツイ動物の４つのグループの生活場所を示したものである。長い年月をかけて代を重ね

る間に，水中生活をする魚類は，からだのしくみの変化によって陸上生活をするほかのセキツイ動物へ

と進化していった。 

図Ⅳ 

 

問１  で，柱状図から，凝灰岩の地層はどのように広がって分布していることがわかりますか。次のア～エ

のうちから一つ選び，その記号を書きなさい。 

ア 東西方向は水平にのび，南北方向は北側に下がっている。 

イ 東西方向は水平にのび，南北方向は南側に下がっている。 

ウ 南北方向は水平にのび，東西方向は東側に下がっている。 

エ 南北方向は水平にのび，東西方向は西側に下がっている。 

問２  で，図Ⅲのブナの化石から，地層が堆積した当時のこの地域の環境について知ることができます。こ

のような化石を何といいますか。ことばで書きなさい。 

 

問１  

問２  

 

問１ ア 

問２ 示相化石 

 

問１ ４地点の標高差に注意して考える。図Ⅰより，ＡはＣより標高は 60ｍ高く，ＢはＤより標高は 20ｍ高い。

また，図Ⅱで，同じ種類の層の地表からの深さは，ＡはＣより 60ｍ深く，ＢはＤより 20ｍ深い。これらよ

り，ＡとＣ，ＢとＤの地点を比べると地層の東西方向は水平にのびていることがわかる。ＡとＢ，ＣとＤの

地点を同じようにして比べると，Ｂ→Ａ，Ｄ→Ｃに下がっている。つまり，地層の南北方向は北側に向かっ

て下がっている。 

問２ 地層ができた当時の環境を推定できる化石を，示相化石という。 
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【過去問 5】 

次郎さんは，火山に興味をもち，観察や調べ学習を行った。次は，次郎さんが調べてまとめたものである。あ

との問いに答えなさい。 

（山形県 2016 年度） 

【調べた火山】 

図１は，長崎県の
うん

雲
ぜん

仙
だけ

岳にある雲仙
ふ

普
げん

賢岳と，東京都の伊豆大島にある三原山の写真である。この

二つの火山について調べた。両方ともマグマが地表にふき出してできた火山である。 

図１ 

 

【火山灰について】 

火山灰は，噴火のときにふき出したマグマの一部である。

雲仙普賢岳，三原山の火山灰を，双眼実体顕微鏡で観察し

た。図２は，そのときスケッチしたものである。鉱物標本と

比べて調べたところ，共通して含まれている白い柱状で決

まった方向に割れる鉱物のＡは， ａ  であることがわか

った。また，雲仙普賢岳の火山灰に含まれる鉱物のＢは，う

すく板状にはがれる有色の鉱物で， ｂ  であることがわ

かった。 

図２ 

 

火山灰の性質は噴火によって少しずつ異なることが多いことから，火山灰の性質を調べると，どの

噴火による火山灰であるかを特定できることがある。山形県内でも，九州地方の大規模な噴火により

広域に堆
たい

積
せき

したものと特定できる火山灰の地層が見つかっている。 

【火成岩について】 

火成岩も火山灰と同じようにマグマからできたものである。理科室で，火成

岩の一つである花こう岩を双眼実体顕微鏡で観察した。図３は，花こう岩のス

ケッチである。花こう岩には，雲仙普賢岳の火山灰と同じ種類の鉱物が含まれ

ていることがわかった。 

図３ 

 

問１  ａ  ， ｂ  にあてはまる鉱物の組み合わせとして適切なものを，次のア～エから一つ選び，記号

で答えなさい。 

ア ａ セキエイ ｂ クロウンモ イ ａ セキエイ ｂ キ石 

ウ ａ チョウ石 ｂ クロウンモ エ ａ チョウ石 ｂ キ石 

問２ 図１のように，雲仙普賢岳は，溶岩が盛り上がっており，三原山とは形が違う。雲仙普賢岳がこのような

形になった理由を，マグマの性質に着目して，書きなさい。 
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問３ 花こう岩は，図３のような等粒状組織をもつ。次は，マグマがどのような場所でどのように冷えたために

等粒状組織になるのか，次郎さんが調べてまとめたものである。 ｃ  ， ｄ  にあてはまる言葉を，そ

れぞれ書きなさい。 

等粒状組織は，マグマが    ｃ    場所で，   ｄ    冷えたためにできる。 

問４ 下線部に関連して，県内の離れた二つの地点で地層を調べたとき，どちらの地層にも火山灰の層があった。

両地点の火山灰が，広く分布する同じ火山灰だとわかった場合，そのことから，二つの地点で比べた火山灰

の層の年代について，どのようなことがわかるか，簡潔に書きなさい。 

 

問１  

問２  

問３ 
ｃ   

ｄ   

問４  

 

問１ ウ 

問２ 例  マグマのねばりけが強いから。 

問３ 
ｃ 例  地下深い 

ｄ 例  ゆっくり ※｢長い時間をかけて｣もよい 

問４ 例  二つの地点で比べた火山灰の層が，同じ年代にできたこと。 

 

問１ チョウ石は無色鉱物で，決まった方向に割れる。セキエイも無色鉱物だが，割れ方は不規則である。クロ

ウンモは黒色の有色鉱物で，決まった方向にうすく板状にはがれる。キ石は暗緑色の有色鉱物で，短い柱状

である。 

問２ マグマのねばりけが強いと，火山は爆発的な噴火をして，盛り上がった形になる。マグマのねばりけが弱

いと，火山は比較的おだやかな噴火をして，なだらかな形になる。 

問３ マグマが地下深い場所でゆっくりと冷え固まると，等粒状組織をもつ深成岩ができる。また，マグマが地

表付近で急速に冷え固まると，斑状組織をもつ火山岩ができる。 

問４ 火山灰は広い範囲に降り積もるので，はなれた場所にある地層同士の年代を比較するとき，火山灰の層は

役立つ。 
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【過去問 6】 

次の文は，プレートの運動と地震の発生について述べたものである。問１～問３に答えなさい。 

（福島県 2016 年度） 

地球の表面は，プレートとよばれる厚さ約 100kmの板状の岩石におおわれている。日本列島周辺には主に

４枚のプレートが存在し，ａそれぞれがゆっくりと運動している。そのため，プレートとプレートの境目の

周辺にはさまざまな力がはたらく。その力が加わり続けるので，地下の岩石は変形し，やがてｂ岩石が破壊

され，割れてずれが生じる。このとき，地震が発生する。 

問１ 下線部ａについて，図１は，日本列島周辺のプレートの模式図であり，ｃ

はプレート上のある地点を示している。次の①，②の問いに答えなさい。 

① 地点ｃが位置するプレートの名称は何か。次のア～エの中から１つ選び

なさい。 

ア 北アメリカ（北米）プレート イ 太平洋プレート 

ウ フィリピン海プレート エ ユーラシアプレート 

② 地点ｃは，プレートの運動によって，図１の位置からどの方向に移動す

ると考えられるか。図のア～エの中から最も適当なものを１つ選びなさ

い。 

図１ 

 

問２ 下線部ｂについて，このとき生じたずれを何というか。書きなさい。 

問３ 表は，震源が異なる地震Ａ，Ｂを，それぞれ

観測点Ｘ，Ｙで観測した結果を示している。図

２は，震央と震源，観測点の関係を示した模式

図である。次の①，②の問いに答えなさい。 

表    

 マグニチュード 
観測点Ｘ 

での震度 

観測点Ｙ 

での震度 

地震Ａ 1.8 1 2 

地震Ｂ 4.8 3 2 

    

① 地震Ｂのエネルギーは，地震Ａのエネルギーの約何倍か。次のア～エの中から最も適当なものを１つ選び

なさい。 

ア 約３倍 イ 約 96倍 ウ 約 1000倍 エ 約 32000倍 

② 地震Ｂについて，観測点Ｘから震源までの距離が 50㎞，観測

点Ｘから震央までの距離が 30㎞であった。観測点Ｙから震源ま

での距離が 80kmであったとき，観測点Ｙから震央までの距離は

何 kmか。小数第１位を四捨五入し，整数で求めなさい。ただし，

３ ＝1.73 とし，震央，観測点Ｘ，観測点Ｙは同じ標高に位置

しているものとする。 

図２ 
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問１ 
①   

②   

問２  

問３ 
①   

②   km 

 

問１ 
① ウ 

② ア 

問２ 断層 

問３ 
① エ 

② 69 km 

 

問１ ① ｃ点が位置するプレートはフィリピン海プレートで，その北西側にユーラシアプレート，東側に太

平洋プレート，北側に北アメリカ（北米）プレートが接している｡ 

② フィリピン海プレートはアの方向に進み，ユーラシアプレートや北アメリカ(北米)プレートの下に沈

みこんでいく。 

問３ ① マグニチュードは地震が発するエネルギーの大きさを示す尺度で，数値が１大きくなると，エネル

ギーの大きさは 31.6倍になる。地震Ｂのマグニチュードは地震Ａより３大きいので，エネルギーの大きさ

は 31.63〔倍〕≒32000〔倍〕となる。 

 ② 右の図のように，震央をＡ，震源をＢとした直角三角形Ａ

ＢＸを考える。この直角三角形の辺ＢＸと辺ＡＸの比が 

50〔km〕：30〔km〕＝５：３であることから，この三角形は３

辺の比が５：４：３の直角三角形であることがわかる。 

よって，辺ＡＢにあたる震源の深さは 40kmと考えられる。 

一方，観測地点Ｙを頂点とする直角三角形ＡＢＹを考えると， 
 

 辺ＡＢと辺ＢＹの比が 40〔km〕：80〔km〕＝１：２であることから，この三角形は，３辺の比が１：２： ３ 

の直角三角形であることがわかる。よって，辺ＡＹにあたる観測地点Ｙから震央までの距離は，40〔km〕×

３ ＝40×1.73＝69.2〔km〕となり，小数第１位を四捨五入して 69kmと求められる。 
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【過去問 7】 

次の問いに答えなさい。 

（茨城県 2016 年度） 

問１ ある地層から，フズリナの化石が発見された。フズリナが栄えた
ち

地
しつ

質
ねん

年
だい

代と，フズリナの化石がふくまれ

る岩石の種類の組み合わせとして正しいものを，次のア～エの中から一つ選んで，その記号を書きなさい。 

 地質年代 岩石の種類 

ア 古生代 
か

火
せい

成
がん

岩 

イ 古生代 
たい

堆
せき

積
がん

岩 

ウ 中生代 火成岩 

エ 中生代 堆積岩 

 

問１  

 

問１ イ 

 

問１ フズリナは古生代に栄えた示準化石である。堆積岩は岩石の粒や火山灰などが，海底などに堆積し，長い年

月の間に押し固められてできた岩石で，化石をふくむことがある。 
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【過去問 8】 

地層の特徴や重なり方を調べるために，次の観察と実験を順に行った。 

【観察】 

(1) 自宅の近くにある
がけ

崖の地層を調べたとこ

ろ，れき岩，砂岩，
でい

泥岩，チャート，
ぎょう

凝
かい

灰

岩が
たい

堆
せき

積し，Ａ層からＦ層の地層をつくっ

ていた。図１は，そのようすを模式的に表

したものである。 

図１ 

 

(2) 崖の地層のＢ層からＦ層のいずれかの層

から採取した岩石を観察した。図２は，そ

のときのスケッチである。また，比較のた

めに，学校の理科室にあったれき岩を同じ

倍率で観察した。図３は，このときのスケ

ッチである。 

図２ 図３ 

  

【実験】 

図４のように，水の入った細長い容器に，れき，砂，泥の

混合物をいちどに流し込むようにして入れた。水のにごり

がなくなるまで放置したところ，下かられき，砂，泥の順に

重なった。図５は，そのようすを模式的に表したものであ

る。 

図４ 図５ 

  

このことについて，次の問１，問２，問３に答えなさい。ただし，この地域の地層はほぼ水平に堆積しており，

しゅう曲や断層は見られない。 

（栃木県 2016 年度） 

問１ 次のうち，堆積岩はどれか。 

ア 安山岩 イ 石灰岩 ウ 花こう岩 エ 玄武岩 

問２ 観察(2)でスケッチした図２は，Ｂ層からＦ層のうち，どの地層の岩石をスケッチしたものか。また，その

ように判断できる理由を粒のようすに着目して簡潔に書きなさい。 
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問３ 次の     内の文章は，Ｃ層からＥ層がかつて海底で堆積したときの環境を実験から考察したものであ

る。①，②，③に当てはまる語句をそれぞれ（  ）の中から選んで書きなさい。 

実験で，下かられき，砂，泥の順で重なったのは，細かい粒ほど沈むのにかかる時間が①（短い・長い）

ためである。 

 川から流れ込んだれき，砂，泥もそれぞれ沈むのにかかる時間が異なるため，泥が海岸線から見て最も

②（近く・遠く）に堆積する。観察(1)でＥ層，Ｄ層，Ｃ層がこの順で重なっているのは，これら三つの地

層ができた時代に，海底だったこの場所に対して，海岸線がしだいに③（近づいた・遠ざかった）からで

あると考えられる。 

 

問１  

問２ 

地層  

理由  

問３ 

①  

②  

③  

 

問１ イ 

問２ 

地層 Ｆ層 

理由 
例 

岩石をつくっている粒が角張っているから。 

問３ 

① 長い 

② 遠く 

③ 近づいた 

 

問１ 石灰岩は生物の死がいが堆積してできた岩石である。安山岩と玄武岩は火山岩，花こう岩は深成岩である。 

問２ 凝灰岩は火山灰が堆積してできた岩石で，粒の形は角張っている。 

問３ 細かい粒ほど沈むのにかかる時間が長いため，粒の細かい泥は海岸から遠くに堆積し，粒の粗いれきは海

岸の近くに堆積する。よって，泥岩の層が堆積したときはこの場所は海岸から遠く，しだいに海岸線が近づ

いてきたために，砂岩，れき岩が堆積したと考えられる。 
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【過去問 9】 

次の問いに答えなさい。 

（群馬県 2016 年度） 

問４ 力がはたらいて，おし曲げられた地層のつくりを何というか，書きなさい。 

 

問４  

 

問４ しゅう曲 

 

問４ 地層が左右方向からおす力を受けると，おし曲げられて波うつような地層になることがある。これをしゅ

う曲という。 
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【過去問 10】 

次の問いに答えなさい。 

（群馬県 2016 年度） 

問３ 火山と火山灰について，次の(1)，(2)の問いに答えなさい。 

(1) 火山の噴火によって，火口から出た火山灰や火山ガス，溶岩などをまとめて何というか，書きなさい。 

(2) 図は，ある火山の火山灰に含まれる鉱物を，双眼実体顕微鏡で観察し，

スケッチしたものである。次の①～③の問いに答えなさい。 

① 鉱物の色や形を観察しやすくするための作業として最も適切なもの

を，次のア～エから選びなさい。 

ア 火山灰をガスバーナーで加熱し，可燃物を燃やす。 

イ 火山灰を蒸発皿にとり，水を加え指で押して洗う。 

ウ 火山灰をペトリ皿にとり，うすい塩酸にひたす。 

エ 火山灰をろ紙に広げ，薬さじで強くこする。 

図 

 

② 図のａの鉱物は，うすい緑かっ色で，丸みのある形をしていた。この鉱物を，次のア～エから選びなさ

い。 

ア カンラン石 イ セキエイ ウ キ石 エ チョウ石 

③ 鉱物を観察した結果，黒っぽい鉱物が多く含まれていた。火山灰に白っぽい鉱物が多く含まれる火山と

比較した場合の，この火山の噴火の特徴を，マグマのねばりけに着目して，簡潔に書きなさい。 

 

問３ 

(1)   

(2) 

①   

②   

③  

 

問３ 

(1) 火山噴出物 

(2) 

① イ 

② ア 

③ 
例 

マグマのねばりけが弱く，おだやかな噴火をする。 

 

問３ (1) 火山の噴火にともなって火口から出される物質を火山噴出物という。火山噴出物には，火山灰，火山

ガス，溶岩のほかに，火山弾，軽石などがある。 

(2) ① 蒸発皿にとった火山灰に水を加えて指で押し洗うと，鉱物の表面についた粘土質をこすり落とすこと

ができる。 

② カンラン石は，うすい緑かっ色または黄緑色で，粒状や短柱状の形をしている鉱物である。 
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③ マグマにふくまれる無色鉱物（セキエイ，チョウ石）の割合が大きいほど，マグマのねばりけが強く，

黒っぽい鉱物の割合が大きいほどマグマのねばりけが弱い。よって，この火山はおだやかな噴火をすると考

えられる。 
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【過去問 11】 

次の問いに答えなさい。 

（埼玉県 2016 年度） 

問１ 次のア～エは，2001年から 2010年の間に日本列島付近で起こったマグニチュード 4.5以上の地震の震央

の分布を，震源の深さ０～100㎞，100～200㎞，200～300km，300～400㎞に分けて示したものです。ア～エ

を震源の深さの浅い順に並べかえなさい。ただし，震央は ● で表しています。 

ア イ 

  

ウ エ 

  

 

問１  →      →      →  

 

問１ ウ → エ → イ → ア 

 

問１ 海洋プレートは大陸プレートの下に沈みこんでいく。地震はプレートの境界面付近で発生することが多い

ので，震源が深くなるほど大陸よりの震央が増加する傾向が見られる。 
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【過去問 12】 

Ｓさんは，地層の重なりや広がりを調べるため，ある地域で調査を行いました。図１は，この地域の地形を等

高線で表し，各調査地点の位置を示したものです。図２は，ボーリング調査の結果による地層の柱状図を模式的に

表したものです。調査メモは調査地域のようすと調査の結果を簡単にまとめたものです。これに関して，あとの問

１～問３に答えなさい。 

（千葉県 2016 年度 前期） 

図１ 

 

調査メモ 

・地点Ａ～Ｃでボーリング調査を行った。 

・
ろ

露
とう

頭Ｄは西に面を向けた高さ10ｍの
がけ

崖となってお

り，道路から地層のようすを観察することができ

た。 

・この地域の地層はしゅう曲や断層などによる上下の

入れかわりがなく，それぞれ均一の厚さで平行に重

なっており，すべて同じ方向に
かたむ

傾いていた。 

・地層中のれきは，チャートと石灰岩であった。 

 

図２  

問１ 砂岩やチャートなど，土砂の
つぶ

粒や，生物の
い

遺
がい

骸（死がい）が固まってできた岩石をまとめて何というか。

その名称を書きなさい。 

問２ 次の文章は，土砂を構成する粒について述べたものである。文章中の  ｘ  ， ｙ  にあてはまるもの

の組み合わせとして最も適当なものを，あとのア～エのうちから一つ選び，その符号を書きなさい。 

れき，砂，泥の
ちが

違いは，これらの粒の  ｘ  の違いによるものである。砂と泥が混ざった土砂が海や湖

に流れ込んだとき， ｙ  のほうが速く
しず

沈むので河口や岸から近いところにつもる。 

ア ｘ：大きさ ｙ：砂 イ ｘ：大きさ ｙ：泥 

ウ ｘ：密度 ｙ：砂 エ ｘ：密度 ｙ：泥 
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問３ 露頭Ｄの地層のようすを表した模式図として最も適当なものを，次のア～エのうちから一つ選び，その符

号を書きなさい。 

ア  イ  ウ  エ  

 

問１   岩 

問２  

問３  

 

問１ 堆積 岩 

問２ ア 

問３ ウ 

 

問１ 海底などに堆積した堆積物が固まった岩石を堆積岩という｡ 

問２ れき，砂，泥は，粒の大きさによって区別される。水中では，小さな粒より大きな粒のほうが速く沈む。 

問３ 露頭Ｄは，地点Ｂ，地点Ｃと南北に一直線上にある｡よって，露頭Ｄに見られる地層は，地点Ｂ，地点Ｃ

の延長線上にあると考えられる。図２の柱状図を見ると，火山灰の層は地点Ｂで標高 75ｍの高さ，地点Ｃで

標高 85ｍの高さにあり，南から北に向かって高くなっていることがわかる。よって露頭Ｄでは，火山灰の層

はウの図のように右から左に向かって高くなっているように見える。 
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【過去問 13】 

次の問いに答えよ。 

（東京都 2016 年度） 

問１ 図１は，ある岩石の表面を双眼実体顕微鏡で観察し，スケッチしたもの

である。図１から，観察した岩石のでき方を述べたものとして適切なのは，

次のうちではどれか。 

ア 生物の死骸（遺骸）などが湖底や海底に堆積して固まってできた。 

イ マグマが地下の深いところでゆっくりと冷えて固まってできた。 

ウ マグマが地表や地表の近くで急激に冷えて固まってできた。 

エ 火山灰や軽石などの火山噴出物が堆積して固まってできた。 

図１ 

 

問６ 図５は，観測地点Ｘ，Ｙにある地震計で同じ地

震による揺れを記録したものである。 

 観測地点Ｘ，Ｙにある地震計の記録から分かる，

震源から観測地点Ｘ，Ｙまでの距離について述べ

たものを次のＡ，Ｂから一つ，地震の規模について

述べたものを下のＣ，Ｄから一つ，それぞれ選び，

組み合わせたものとして適切なのは，下のア～エ

のうちではどれか。 

図５ 

 

Ａ 観測地点Ｘの初期微動継続時間の方が，観測地点Ｙの初期微動継続時間より短いことから，観測地点Ｘ

の方が観測地点Ｙより震源からの距離は近いことが分かる。 

Ｂ 観測地点Ｘの揺れている時間の方が，観測地点Ｙの揺れている時間より短いことから，観測地点Ｘの方

が観測地点Ｙより震源からの距離は近いことが分かる。 

Ｃ 地震の規模を表したものをマグニチュードという。 

Ｄ 地震の規模を表したものを震度という。 

ア Ａ，Ｃ イ Ａ，Ｄ ウ Ｂ，Ｃ エ Ｂ，Ｄ 

 

問１        

問６        

 

問１ イ 

問６ ア 

 

問１ 図１は，火成岩のうちの，等粒状組織をもつ深成岩の表面のようすである。深成岩はマグマが地下の深い

ところでゆっくりと冷やされるため，比較的大きな鉱物の結晶ができ，それらが集まって固まる。 

問６ 初期微動継続時間の長さは震源からの距離に比例することから，観測地点Ｙより観測地点Ｘの方が震源

に近いことが分かる。揺れている時間の長短は，地盤のようすなどに影響を受けるので，震源からの距離の
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比較には適さない。また，地震の規模はマグニチュード（略称Ｍ）で表す。震度は観測地点での揺れの大き

さを表す尺度である。 
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【過去問 14】 

次の問いに答えなさい。 

（神奈川県 2016 年度） 

問１ 右の図は，それぞれ離れた４地点の柱状図で

ある。ａ～ｄの地層は，それぞれ別の時期の火

山の噴火により堆積した火山灰の層であり，離

れた地層を比べる手がかりとなるものである。

地層Ⅰ～Ⅳが堆積した順番について述べた次の

１～４のうち，この図のみでは判断できないも

のはどれか。一つ選び，その番号を書きなさい。

ただし，地層は逆転していないものとする。 

 

１ 地層Ⅲは地層Ⅳより古い。 

２ 地層Ⅰは地層Ⅲより新しい。 

３ 地層Ⅰは地層Ⅳより新しい。 

４ 地層Ⅱは地層Ⅰ～Ⅳの中で最も古い。 

 

問１  

 

問１ １ 

 

問１ 地層Ⅰは火山灰層ｂの上にあるので，火山灰層ｂより下にある地層Ⅲ，Ⅳより新しい。地層Ⅱは火山灰層ｄ

の下にあるので，火山灰層ｄより上にある地層Ⅰ，Ⅲ，Ⅳより古い。地層Ⅲ，Ⅳは，どちらも火山灰層ｄとｂ

の間にあるが，地層Ⅳと火山灰層ｃの関係はわからないので，新旧関係は判断できない。 
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【過去問 15】 

右の図は，ある地点で見られる地層のようすを示

した模式図である。この図の石灰岩の層にはフズリナ

の化石が含まれている。このとき，次の問１～問４に

答えなさい。 

（新潟県 2016 年度） 

問１ 地層に大きな力がはたらいたとき，Ｂ層に見

られるように，地層が曲がる場合がある。この

ような地層の曲がりを何というか。その用語を

書きなさい。 

 

問２ 次の文は，石灰岩の層に含まれるフズリナの化石に関して述べたものである。次の文中の  Ｘ  ， 

 Ｙ  に当てはまる語句の組合せとして，最も適当なものを，下のア～エから一つ選び，その符号を書きな

さい。 

フズリナのように，ある期間だけ，広い範囲に分布していた生物の化石は，その地層が堆積した  

 Ｘ  を推定するのに役立つ。このような化石を  Ｙ  という。 

ア 〔Ｘ 環境， Ｙ 示相化石〕 イ 〔Ｘ 環境， Ｙ 示準化石〕 

ウ 〔Ｘ 年代， Ｙ 示相化石〕 エ 〔Ｘ 年代， Ｙ 示準化石〕 

問３ Ａ層の白っぽい火山灰の層は，激しい爆発をともなう火山の噴火によって堆積したものである。このよう

な激しい爆発をともなう火山の噴火が起こったのは，マグマのどのような性質によるものと考えられるか。

その性質を簡潔に書きなさい。 

問４ 次のア～エのできごとを古いものから順に並べ，その符号を書きなさい。 

ア Ａ層の堆積 イ Ｂ層の堆積 ウ ａ―ａ'の断層の形成 エ Ｂ層の曲がりの形成 

 

問１  

問２  

問３  

問４  →     →     →  

 

問１ しゅう曲 

問２ エ 

問３ ねばりけの強い性質 

問４ イ → エ → ウ → ア 
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問１ 地層に大きな力がはたらくと，地層が曲がったりずれたりすることがある。このようにしてできた曲がり

をしゅう曲，ずれを断層という。 

問２ フズリナやアンモナイトのように，ある期間だけ広い範囲に分布していた生物の化石は，地層が堆積した

年代を推定する手がかりとなる。このような化石を示準化石という。また，サンゴなどの化石のように，地

層が堆積した環境を推定する手がかりとなる化石を示相化石という。 

問３ マグマのねばりけが強いと，火山は爆発的な激しい噴火をする。このような火山は盛り上がった形をして

おり，噴出物は白っぽくなる。 

問４ まず下にあるＢ層が堆積した。次に，しゅう曲がａ―ａ́の断層によって切られていることから，先にしゅ

う曲が起きてから断層が生じたと考えられる。その後，Ａ層が堆積した。 
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【過去問 16】 

緊急地震速報は，Ｐ波とＳ波の性質の違いを利用し，各地のＳ波の到着時刻やゆれの大きさを推定して知らせ

る予報・警報である。ある場所で 10時 31分 45秒に発生した地震において，震央から 16km離れた地点Ａでは，地

震発生から５秒後に発令された緊急地震速報が伝わると同時にＳ波が到着した。地点Ｂは，震源から 42km の距離

にあり，Ｐ波が 10 時 31 分 51 秒に到着した。次の問いに答えよ。ただし，Ｐ波，Ｓ波はそれぞれ一定の速さで伝

わるものとし，この緊急地震速報は発令後，瞬時に各地点に伝わるものとする。また，震央と各地点の標高はすべ

て同じものとする。 

（福井県 2016 年度） 

問１ Ｐ波とＳ波の伝わる速さ，および伝えるゆれの大きさの違いについて，解答欄の書き出しに続けて，簡潔

に書け。 

問２ 地震の規模の大きさは，何で表されるか。最も適当なものを次のア～エから１つ選んで，その記号を書け。 

ア ガル イ マグニチュード ウ 震度 エ カイン 

問３ この地震のＰ波の伝わる速さは何 km/秒か。 

問４ 地震について正しく述べた文はどれか。最も適当なものを次のア～エから１つ選んで，その記号を書け。 

ア Ｐ波は震源で発生し，Ｓ波は震央で発生する。 

イ 初期微動継続時間が長くなると，震源までの距離は短くなる。 

ウ Ｐ波の伝わる速さは，空気を伝わる音の速さよりおそい。 

エ 震源からの距離が同じでも，地下の浅い部分の地層のかたさによって，震度が異なることがある。 

問５ この地震のＳ波の速さは４km/秒であった。この地震の震源の深さは何 kmか。また，地点Ｂにおいて，緊

急地震速報が伝わってからＳ波が到着するまでの時間は何秒か。 

 

問１ 

Ｓ波はＰ波に比べて， 

 

問２  

問３   km/秒 

問４  

問５ 
深さ   km 

時間   秒 
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問１ 

Ｓ波はＰ波に比べて， 

伝わる速さがおそく，伝えるゆれの大きさが大きい。 

問２ イ 

問３ ７ km/秒 

問４ エ 

問５ 
深さ 12 km 

時間 5.5 秒 

 

問１ Ｐ波は初期微動を起こす波で，Ｓ波と比べると速く伝わる。Ｓ波は主要動を起こす波で，Ｓ波よりも遅く

伝わる。 

問２ 地震の規模を表す尺度はマグニチュードである。ガルは加速度の単位で，建物などにかかる瞬間的な力の

大きさを表す。震度は観測地点でのゆれの大きさの尺度を表す。カインは地震動の最大速度の尺度で，ゆれ

が１秒間に何 cm動いたかを示す。 

問３ 地点Ｂで，震源からＰ波が伝わるまでの時間は 10時 31分 51秒－10時 31分 45秒＝６秒で，震源からの

距離は 42kmである。よってＰ波の速さは，42〔km〕÷６〔秒〕＝７〔km/秒〕 

問４ 地震の波はＰ波もＳ波も震源で発生する。また震源からの距離が長くなると初期微動継続時間は長くな

る。空気を伝わる音の速さはおよそ 0.34㎞/秒なので，Ｐ波の伝わる速さの方が速い。 

問５ 地点Ａでは地震発生から５秒でＰ波が届いていることから，地点Ａと震源の距離は４〔km/秒〕×５〔秒〕

＝20〔km〕。地点Ａでの震央からの距離と震源からの距離の比は，16：20＝４：５となる。震央からの距離

と震源からの距離を２辺とする直角三角形を考えると，残りの１辺は震源の深さを示す。２辺の長さの比が

４：５である直角三角形では，３辺の長さの比は３：４：５となるので，震源の深さを x kmとすると，x：

16＝３：４の式が成り立つ。この式を解いて，x＝12〔km〕。 

地点Ｂと地点Ａの震源からの距離の差は，42〔km〕－20〔km〕＝22〔km〕。この距離をＳ波が伝わる時間は，

22〔km〕÷４〔km/秒〕＝5.5〔秒〕。よって，地点Ｂでは，緊急地震速報が伝わってから 5.5 秒後にＳ波が

到着した。 
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【過去問 17】 

か

花こう岩，
あん

安
ざん

山岩，
げん

玄
ぶ

武岩である三つの岩石と，五つの鉱物について調べるために，次の観察を行った。問１

～問４に答えなさい。 

（山梨県 2016 年度） 

〔観察１〕 三つの岩石の表面を洗い，きれいにした。次に，ルーペを使って観察し，岩石の色とつくりについ

てそれぞれ調べ，表１のようにまとめた。 

〔観察２〕 五つの鉱物Ａ～Ｅを，標本を用いて観察した。これらの鉱物のスケッチをした後，その色と特徴に

ついてそれぞれ調べ，表２のようにまとめた。 

表１ 

 花こう岩 安山岩 玄武岩 

岩石の色 全体的に白っぽい色になっ

ている。 

花こう岩と玄武岩の中間的

な色になっている。 

全体的に黒っぽい色になっ

ている。 

岩石のつくり 一つ一つの鉱物が大きく，ほ

ぼ同じ大きさの鉱物がある。 

 

形が分からないほど小さな

粒の間に，比較的大きな鉱物

が散らばっている。 

安山岩と同じつくりになっ

ている。 

 

表２      

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

鉱物のスケッチ 

     

鉱物の色 
黒色 

こい緑色 

緑黒色 

暗緑色 

かっ色 

無色 

白色 
白色 

鉱物の特徴 形は板状。決ま

った方向にう

すくはがれる。 

形は長い柱状。 形は短い柱状。 形は不規則。 

不規則に割れ

る。 

形は柱状。 

決まった方向

に割れる。 

問１ 次のア～ウは，岩石にふくまれている鉱物の割合を示した円グラフであり，〔観察１〕で用いた三つの岩

石のいずれかのものである。花こう岩のものとして，最も適当なものはどれか。次のア～ウから一つ選び，

その記号を書きなさい。 

ア イ ウ 

   

問２ 表１で，安山岩と玄武岩の色を比較すると，玄武岩は安山岩よりも黒っぽい色になっていた。次の文は，

この理由をまとめたものである。       に入る適当な言葉を書きなさい。 

理由：玄武岩は安山岩に比べて，                から。 

問３ 表２で，セキエイはどれか。最も適当なものを，Ａ～Ｅから一つ選び，その記号を書きなさい。 
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問４ 次の      は，観察した三つの岩石のつくりについて述べた文章である。 ①  ～  ③  に当ては

まる語句をそれぞれ書きなさい。 

安山岩と玄武岩は，比較的大きな鉱物が小さい粒に囲まれてできている。この小さい粒でできている部

分を  ①  といい，このような岩石のつくりを  ②  組織という。 

花こう岩には， ①  の部分がなく，ほぼ同じ大きさの鉱物が組み合わさってできている。このよう

な岩石のつくりを  ③  組織という。 

 

問１  

問２ 理由  

問３  

問４ 

①   

②   

③   

 

問１ ウ 

問２ 理由 有色鉱物を多くふくんでいる 

問３ Ｄ 

問４ 

① 石基 

② 斑状 

③ 等粒状 

 

問１ どの岩石にもチョウ石はふくまれている。白っぽい岩石にはセキエイがふくまれている。 

問２ 有色鉱物が多くふくまれると岩石は黒っぽい色になる。 

問３ セキエイは無色か白色で，不規則に割れる。 

問４ 安山岩と玄武岩は斑状組織の火山岩であり，花こう岩は等粒状組織の深成岩である。 
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【過去問 18】 

問いに答えなさい。 

（長野県 2016 年度） 

Ⅱ 海底で堆積してできた地層が，がけで見られた。この地層を図７のようにスケッチし，特徴を調べた。 

問７ 図７の地層が連続してつくられている間に，この場所の近くで

火山が噴火したのは，少なくとも何回か，書きなさい。 

問８ Ｇの地層がつくられている間に，この場所と陸地との距離はし

だいに遠くなっていったと考えられる。そう考えた理由を，粒の大

きさと粒が運ばれる距離との関係にふれて，簡潔に説明しなさい。

ただし，この地層の上下逆転や断層は見られないものとする。 

図７ 

 

 

問７   回 

問８  

 

問７ ２ 回 

問８ 

例 

 堆積した順に粒の大きさが小さくなっていて，小さな粒ほど遠

いところに運ばれて堆積するから。 

 

問７ 凝灰岩の層が２つあるので，少なくとも２回火山が噴火したと考えられる。 

問８ 粒の大きな小石は陸地の近くに堆積し，粒の小さい泥は遠くまで運ばれて堆積する。この場所が陸地に近

かったときは，小石などが堆積してれき岩の層ができ，陸地からしだいに遠くなっていくにつれて，砂岩の

層，泥岩の層ができたと考えられる。 
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【過去問 19】 

次の問いに答えなさい。 

（静岡県 2016 年度） 

問１ 図１は，マグマが冷え固まってできた岩石を，それぞれの岩石のでき方によって分類し，まとめたもので

ある。図１の（ ○あ ），（ ○い ）のそれぞれに適切な名称を補い，図を完成させなさい。 

図１  

 

問１ 
○あ  

○い  

 

問１ 
○あ 火成岩 

○い 火山岩 

 

問１ マグマが冷えて固まったものを火成岩という。また，火成岩が地表近くで冷えて固まったものを火山岩とい

う。 
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【過去問 20】 

ある場所で発生した地震を，地点Ａ，Ｂ，Ｃで観測した。図１は，地震の水平方向のゆれを記録する地震計を，

図２は，地震の上下方向のゆれを記録する地震計を模式的に表したものである。また，図３は，図１の地震計によ

る地面のゆれの記録を模式的に表したものである。 

また，表は，この地震について，各地点の震源からの距離と，初期微動が始まった時刻をまとめたものである。

なお，地点Ｂで主要動が始まった時刻は，14時 25分 38秒であった。 

ただし，この地震は地下のごく浅い場所で発生し，地点Ａ，Ｂ，Ｃは同じ水平面上にあるものとする。また，発

生するＰ波，Ｓ波はそれぞれ一定の速さで伝わるものとする。 

図１  図２  

図３  

表 

 地点Ａ 地点Ｂ 地点Ｃ 

震源からの距離 60km 90km 180km 

初期微動が始まった時刻 14時 25分24秒 14時 25分29秒 14時 25分44秒 

次の問１から問４に答えなさい。 

（愛知県 2016 年度 A） 

問１ 図１の地震計のしくみについて説明した文として最も適当なものを，次のアからエまでの中から選んで，

そのかな符号を書きなさい。 

ア 地震で地面がゆれると，記録紙とおもりは，地面のゆれと同じ方向へ動く。 

イ 地震で地面がゆれると，記録紙とおもりは，地面のゆれと反対方向へ動く。 

ウ 地震で地面がゆれると，記録紙はほとんど動かないが，おもりは地面のゆれと同じ方向へ動く。 

エ 地震で地面がゆれると，おもりはほとんど動かないが，記録紙は地面のゆれと同じ方向へ動く。 

問２ この地震のＰ波の伝わる速さは何 km/秒か，求めなさい。 



4 大地の変化(中１) 火山 地震 地層 大地 2016 年度 

34 

問３ この地震のＳ波が地点Ａに到着した時刻はいつか，求めなさい。 

問４ 地震によるゆれの大きさの表し方と初期微動継続時間について説明した文章として最も適当なものを，

次のアからカまでの中から選んで，そのかな符号を書きなさい。 

ア 地震によるゆれの大きさは震度で表され，日本では，震度は７段階に分けられている。また，一般に，地

震の震度が大きいほど，観測地点での初期微動継続時間が長くなる。 

イ 地震によるゆれの大きさは震度で表され，日本では，震度は７段階に分けられている。また，一般に，地

震のマグニチュードが大きいほど，観測地点での初期微動継続時間が長くなる。 

ウ 地震によるゆれの大きさは震度で表され，日本では，震度は７段階に分けられている。また，一般に，観

測地点から震源までの距離が長いほど，観測地点での初期微動継続時間が長くなる。 

エ 地震によるゆれの大きさは震度で表され，日本では，震度は 10段階に分けられている。また，一般に，

地震の震度が大きいほど，観測地点での初期微動継続時聞が長くなる。 

オ 地震によるゆれの大きさは震度で表され，日本では，震度は 10段階に分けられている。また，一般に，

地震のマグニチュードが大きいほど，観測地点での初期微動継続時間が長くなる。 

カ 地震によるゆれの大きさは震度で表され，日本では，震度は 10段階に分けられている。また，一般に，

観測地点から震源までの距離が長いほど，観測地点での初期微動継続時間が長くなる。 

 

問１  

問２   km/秒 

問３  時    分    秒 

問４  

 

問１ エ 

問２ 6.0 km/秒 

問３ 14 時 25 分 30 秒 

問４ カ 

 

問１ 地震のとき，地震計のおもりはほとんど動かず，記録紙が地面のゆれと同じ方向に動くので，記録紙にゆ

れが記録される。 

問２ 初期微動が始まった時刻は，Ｐ波が到着した時刻である。表から，２つの地点での震源からの距離の差，

初期微動が始まった時刻の差を求め，地震のＰ波の伝わる速さを求める。地点Ｂは地点Ａより震源からの距

離が 90－60＝30〔km〕遠く，初期微動が始まった時刻が 29－24＝5〔秒〕遅いから， 

 Ｐ波の速さは
 30 

 5 
＝6.0〔km/秒〕 

問３ 問２より，Ｐ波の速さは 6.0km/秒で，震源から地点Ｂまでの距離は 90kmだから，地震が発生して 

 から地点ＢにＰ波が到着するまでの時間は
 90 

 6.0 
＝15〔秒〕である。したがって，地震が発生した時刻 

 は，地点ＢにＰ波が到着した時刻 14時 25分 29秒より 15秒前だから，29－15＝14〔秒〕より， 

14時 25分 14秒である。また，地点Ｂで主要動が始まった時刻は 14時 25分 38秒だから， 
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主要動のＳ波は震源から 38－14＝24〔秒〕で地点Ｂに到着した。したがって，Ｓ波の速さは 

 
 90 

 24 
＝3.75〔km/秒〕であるから，震源から 60kmの地点ＡにＳ波が到着した時刻は， 

 地震発生から
 60 

 3.75 
＝16〔秒〕後であるから，14＋16＝30〔秒〕で，14時 25分 30秒である。 

問４ 日本では震度は 10段階に分けられている。震度０から震度７まであるが，震度５は震度５弱と震度５強，

震度６は震度６弱と震度６強に分けられているので 10 段階になる。また，観測点での初期微動継続時間は

震源までの距離が長いほど長くなる。これは，観測点から震源までの距離が長いほどＰ波が到着する時間と

Ｓ波が到着する時間の差が大きくなるからである。 
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【過去問 21】 

次の文を読んで，あとの各問いに答えなさい。 

（三重県 2016 年度） 

ひろみさんは，
じ

地
しん

震が発生すると２種類の波によってゆれが伝わることに関心をもち，ある地震に関する，

Ｐ波とＳ波の
とう

到
たつ

達
じ

時
こく

刻，
しん

震
げん

源からの
きょ

距
り

離と地震発生からＰ波とＳ波が到達するまでの時間との関係，
しん

震
おう

央につ

いて調べた。また，
きん

緊
きゅう

急
じ

地
しん

震
そく

速
ほう

報のしくみについてインターネットや資料集で調べた。そして，調べたことを

次の①～④のようにレポートにまとめた。ただし，この地震の波は，震源からどの方向にも一定の速さで伝わ

ったものとする。 

【ひろみさんのレポートの一部】 

 
① Ｐ波とＳ波の到達時刻について 

ある地震について，震源からの距離の異なる地点Ａ～Ｄで観測されたＰ波とＳ波の到達時刻のデータ

を集め，表のようにまとめた。 

表 

 

  地点 震源からの距離 Ｐ波の到達時刻 Ｓ波の到達時刻   

  Ａ 36㎞ ６時56分58秒 ６時57分01秒   

  Ｂ 48㎞ ６時57分00秒 ６時57分04秒   

  Ｃ 84㎞ ６時57分06秒 ６時57分13秒   

  Ｄ 144㎞ ６時57分16秒 ６時57分28秒   

 
② 震源からの距離と地震発生からＰ波とＳ波が到達するまでの時間との関係について 

 

 
表のデータをもとにして，この地震の震源

からの距離とこの地震が発生してからＰ波と

Ｓ波が到達するまでの時間との関係を，図１

のようにグラフにまとめた。 

③ 震央について 

この地震の震央を調べた。 

図１ 

 

 

 ④ 緊急地震速報のしくみについて 

図２のように，地震が発生すると，震源に

近い地点の地震計でＰ波を感知し，その結果

がすばやく気象庁に伝わる。気象庁は，震源

やＳ波の到達時刻などをすばやく予測して，

Ｓ波によるゆれが到達する前に緊急 

図２ 

 

 

 
地震速報を発表し，その速報がテレビ局などを通して私たちに届く。緊急地震速報を受信してからＳ波

によるゆれが到達するまでの時間はわずかであるが，ゆれに対して備えることができる。ただし，震源

に近い地域では，緊急地震速報がＳ波によるゆれの到達に間に合わないことがある。 
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問１ 次の文は，地震によるゆれの大きさと地震の規模について説明したものである。文中の（ あ ），（ い ）

に入る最も適当な言葉は何か，それぞれ書きなさい。 

観測地点での地震によるゆれの大きさは（ あ ）で表される。（ あ ）は震央に近いほど大きく

なることが多い。また，地震の規模は（ い ）（記号Ｍ）で表される。震源の位置がほぼ同じ地震で

は，（ い ）の値が大きいほど，広い範囲でゆれが観測されることが多い。 

問２ ①と②について，次の⒜～⒞の各問いに答えなさい。 

⒜ この地震のＰ波の速さを求めると，何㎞/秒になるか，次のア～エから最も適当なものを１つ選び，その

記号を書きなさい。 

ア 5.0㎞/秒 イ 6.0㎞/秒 ウ 7.0㎞/秒 エ 8.0㎞/秒 

⒝ この地震の発生時刻は，６時何分何秒か，求めなさい。 

⒞ ひろみさんは，この地震の震源からの距離と
しょ

初
き

期
び

微
どう

動
けい

継
ぞく

続
じ

時
かん

間との間にも関係があることに気がついた。

この地震の震源からの距離と初期微動継続時間との間にはどのような関係があるか，「震源からの距離」，

「初期微動継続時間」という２つの言葉を使って，簡単に書きなさい。 

問３ ①と③について，図３は，ひろみさんが地点Ａ～Ｄの地図上

の位置を ● で模式的に示したものである。ひろみさんが調べた

この地震の震央は， ★ で示した４地点のうちどの地点と考えら

れるか，図３のア～エから最も適当なものを１つ選び，その記

号を書きなさい。 

図３ 

 

問４ ①と④について，ひろみさんは，この地震で緊急地震速報が発表されたと仮定して，Ｓ波によるゆれが到

達する前に緊急地震速報を受信する地域と，緊急地震速報を受信してからＳ波によるゆれが到達するまでの

時間について考えた。このことについて，次の⒜，⒝の各問いに答えなさい。ただし，この地震によるＰ波

を最初に地点Ａの地震計で感知してから，緊急地震速報を受信するまでに４秒かかるものとする。 

⒜ Ｓ波によるゆれが到達する前に緊急地震速報を受信する地域は，震源から何㎞よりも
はな

離れた地域になる

か，求めなさい。 

⒝ 地点Ｄでは，緊急地震速報を受信してからＳ波によるゆれが到達するまでの時間が何秒になるか，求めな

さい。 
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問１ 
あ   

い   

問２ 

⒜   

⒝ ６時  分  秒 

⒞  

問３  

問４ 
⒜   km 

⒝   秒 

 

問１ 
あ 震度 

い マグニチュード 

問２ 

⒜ イ 

⒝ ６時  56分  52秒 

⒞ 

例１ 

震源からの距離が遠くなるほど，初期微動継続時間が長くなる。 

例２ 

震源からの距離が近くなるほど，初期微動継続時間が短くなる。 

例３ 

初期微動継続時間は，震源からの距離に比例する。 

問３ ア 

問４ 
⒜ 40 km 

⒝ 26 秒 

 

問１ 土地のゆれの大きさは震度で表され，震央に近いほど大きく，震央から遠ざかるほど小さくなる。地震の

規模はマグニチュードで表され，震源からの距離が同じでも，マグニチュードが大きいほど震度は大きくな

る。 

問２ ⒜ Ａ地点からＢ地点まで 48〔km〕－36〔km〕＝12〔km〕を 

 ６時 57分 00秒－６時 56分 58秒＝２〔秒〕かかっているので  

 
 12〔km〕

 ２〔秒〕
 ＝6.0〔km/秒〕 

 ⒝ Ｐ波は震源からＡ地点までの 36kmを何秒かかるかを求める。
 36〔km〕

 6.0〔km/秒〕
 ＝6.0〔秒〕 

  したがって，６時 56分 58秒－６秒＝６時 56分 52秒 

 ⒞ Ｐ波の到着時刻とＳ波の到着時刻の差を初期微動継続時間という。表から，初期微動継続時間は震源から

の距離が大きくなるほど長くなる。また，初期微動継続時間は，震源からの距離に比例する。 
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問３ 震央から，Ａ，Ｂ地点までの距離の比が３：２，Ａ，Ｄ地点までの距離の比が１：４，Ｂ，Ｄ地点までの

距離の比が１：３になるのはアになる。 

問４ ⒜ Ａ地点にＰ波が到着してから４秒後に緊急地震速報を受信する。 

その時刻は６時 56分 58秒＋４秒＝６時 57分 02秒になる。Ｓ波の到着時刻が６時 57分 02秒になる地域を

求める。Ｓ波の速さはＡ地点からＢ地点まで 

48〔km〕－36〔km〕＝12〔km〕を６時 57分 04秒－６時 57分 01秒＝３〔秒〕かかっているので  

 
 12〔km〕

 ３〔秒〕
 ＝4.0〔km/秒〕 

 したがって１秒間に 4.0km進むので 36〔km〕＋4.0〔km〕＝40〔km〕 

 ⒝ ６時 57分 28秒－６時 57分 02秒＝26秒 
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【過去問 22】 

太郎さんと花子さんは，滋賀県内の２つの川から採集してきた土砂を使って学習しました。後の問１から問５

までの各問いに答えなさい。 

（滋賀県 2016 年度） 

 課 題  「Ａ川とＢ川の土砂にふくまれる砂とれきには，どのような違いがあるだろうか。」 

 観 察  

＜方法＞ Ａ川とＢ川の土砂にふくまれる砂とれきを，それぞれ，双眼実体顕微鏡で観察した。 

＜結果＞ 表１は，Ａ川とＢ川の，砂とれきのようすと，そのスケッチをまとめたものである。 

表１ 

  Ａ川 Ｂ川  

 砂とれきの 

ようす 

Ｂ川と比べ，角ばった砂やれきが多く見られた。ａ

無色で不規則な形のものや白色で柱状のものが多

く，黒色で板状のものも見られた。 

Ａ川と比べ，丸みのある砂やれきが多く見られ

た。黒っぽいものが多く，白っぽいものと，茶

色のものも見られた。 

 

 砂とれきの 

スケッチ 

  

 

 

問１ れきは，粒の大きさが直径何㎜以上のものですか。書きなさい。 

問２ 表１の下線部ａは，下のアからエまでのいずれかの鉱物です。それはどれですか。１つ選びなさい。 

ア セキエイ イ チョウ石 ウ キ石 エ クロウンモ 

 実 験  

＜方法＞ 

Ａ川とＢ川の土砂にふくまれる砂とれきを，それぞれ別のペトリ皿に入れた。ペトリ皿の砂とれきの

中に磁石を入れ，磁石に引きつけられる砂やれきがあるかどうかを調べた。その後，うすい塩酸を加えて

反応するかどうかを調べた。 

＜結果＞ 表２は，結果をまとめたものである。 

表２  

  磁石との反応 うすい塩酸との反応  

 Ａ川の砂とれき 黒色の砂が引きつけられた。 変化しなかった。  

 Ｂ川の砂とれき 黒色の砂が引きつけられた。 気体が発生した。  
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問３ 実験で，太郎さんは「磁石に引きつけられた黒色の砂は，もとは凝灰岩にふくまれていたのではないか。」

と考えました。そのように考えたのはなぜですか。理由を書きなさい。 

 話し合い１  

太郎さん：実験で，Ｂ川の砂とれきから発生した気体が二酸化炭素であると確かめれば，Ｂ川の砂とれきに

は，石灰岩がふくまれていることがわかるね。 

花子さん：ｂそれだけでは，Ｂ川の砂とれきに，石灰岩がふくまれているとはいえないよ。 

問４ 花子さんは下線部ｂのように指摘しています。その理由を書きなさい。 

 資 料  太郎さんと花子さんは，観察と実験の結果を，資料を使って考えました。 

図は，Ａ川とＢ川の，土砂を採集した場所とその周辺の岩石の種類の分布を示したものである。 

図 

 

 話し合い２  

花子さん：川によって，周辺の岩石の分布はずいぶん違っているね。 

太郎さん：ｃ観察と実験で，Ａ川とＢ川の砂とれきのようすや実験の結果が違っている理由は，資料をもと

に考えるとよくわかるね。 

問５ 下線部ｃの理由を，資料をもとに，「侵食」という語を使って書きなさい。 
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問１   mm以上 

問２  

問３  

問４  

問５  

 

問１ ２ mm以上 

問２ ア 

問３ 凝灰岩をつくる火山灰に，磁石に引きつけられる磁鉄鉱がふくまれていることが多いから。 

問４ 
石灰岩ではない二酸化炭素を発生するものが，Ｂ川の砂とれきにふくまれている可能性があ

るから。 

問５ 

Ａ川は，上流の風化した花こう岩が侵食されてできた砂やれきが多くたい積し，Ｂ川は，上流

の風化した花こう岩や玄武岩，石灰岩などの岩石が侵食されてできた砂やれきが多くたい積

しているから。 

 

問１ 岩石の粒の直径の大きさが２mm以上のものをれきという。 

問２ チョウ石は無色で決まった方向に割れる。キ石は黒緑色で短い柱状に割れる。クロウンモは緑褐色でガラ

ス状の粒である。 

問３ 凝灰岩には磁石に引きつけられる磁鉄鉱がふくまれていることが多い。 

問４ 二酸化炭素を発生するものは石灰岩だけではない。 

問５ それぞれの川の上流にはどのような岩石が分布しているかを考える。 
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【過去問 23】 

岩石や地層に関する次の問いに答えなさい。 

（兵庫県 2016 年度） 

問１ 火成岩のつくりのちがいを調べるために，次の(a)～

(d)の手順で実験を行った。 

〈実験〉 

(a) 約 80℃の濃いミョウバンの水溶液をつくり，これ

をペトリ皿Ａ，Ｂに同量ずつ入れた。 

図１ 図２ 

  

(b) (a)のペトリ皿Ａ，Ｂを，図１のように，約 80℃の

湯が入った水そうにつけた。 

(c) 結晶ができ始めたときに，図２のように，ペトリ皿

Ｂだけを氷水の入った別の水そうに移した。 

(d) しばらく放置した後，ペトリ皿Ａ，Ｂにできた結晶

（図３）を観察した。 

図３ 

  

(1) ペトリ皿にできた結晶のようすを説明した文として適切なものを，次のア～エから１つ選んで，その符号

を書きなさい。 

ア ペトリ皿Ａの大きな結晶は，ゆっくりと冷やされることで大きく成長したものである。 

イ ペトリ皿Ａの大きな結晶は，小さな結晶が結合したものである。 

ウ ペトリ皿Ｂの大きな結晶は，急に冷やされることで大きく成長したものである。 

エ ペトリ皿Ｂの小さな結晶は，急に冷やされて大きな結晶が割れたものである。 

(2) 岩石のつくりについて説明した次の文の， ①  ～  ③  に入る語句の組み合わせとして適切なもの

を，あとのア～エから１つ選んで，その符号を書きなさい。 

ペトリ皿Ｂのようなつくりの岩石は，小さな粒などの  ①  の間に，比較的大きな鉱物の  ②   が散ら

ばってできており，このようなつくりを  ③  という。 

ア ① 斑晶  ② 石基  ③ 等粒状組織 イ ① 石基  ② 斑晶  ③ 等粒状組織 

ウ ① 斑晶  ② 石基  ③ 斑状組織 エ ① 石基  ② 斑晶  ③ 斑状組織 

(3) 岩石の小片を観察する場合，ルーペの使い方として適切なものを，次のア～エから１つ選んで，その符号

を書きなさい。ただし，図中の矢印は，岩石，ルーペ，顔を動かす方向を表している。 

 ア イ ウ エ 

      

表 

 ア イ ウ 

石英（セキエイ） 0％ 7％ 25％ 

長石（チョウ石） 45％ 62％ 66％ 

輝石（キ石） 26％ 0％ 0％ 

角閃石（カクセン石） 0％ 22％ 1％ 

黒雲母（クロウンモ） 0％ 8％ 5％ 
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(4) 表は，安山岩，花こう岩，玄武岩に

ふくまれる鉱物の種類とその割合を

表したものである。安山岩と花こう岩

にあたるものとして適切なものを，表

のア～ウからそれぞれ１つ選んで，そ

の符号を書きなさい。 

その他の有色鉱物 29％ 1％ 3％ 

(5) 図４のように，６種類の火成岩を観察Ⅰ，観察Ⅱを行って分類した。 ①  ～  ③  に分類された岩石

の組み合わせとして適切なものを，あとのア～エから１つ選んで，その符号を書きなさい。 

図４ 

 

ア ① 安山岩 ② 流紋岩 ③ はんれい岩  

イ ① せん緑岩 ② 流紋岩 ③玄武岩 

ウ ① 安山岩 ② 花こう岩 ③ 玄武岩  

エ ① せん緑岩 ② 花こう岩 ③ はんれい岩 

問２ 地層の重なり方や広がりを調べるために，図５，図６で表された地域の地点Ａ～Ｃについて，地下のよう

すをボーリング調査した。図５の数値は各調査地点での標高を表し，図６は，各地点の位置関係を表してい

る。図７はボーリング調査の結果を柱状図で模式的に表したものである。ただし，この地域には，地層が一

定の傾きで連続して広がっており，地層の上下の逆転や断層もないものとする。 

図５ 図６ 図７ 

   

(1) 図７の地点Ａ～Ｃの柱状図から，この地域の地層は，一定の傾きである向きに傾いて低くなっていること

がわかった。この向きとして適切なものを，図６のア～クから１つ選んで，その符号を書きなさい。 
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(2) 地点Ａから見て尾根のむこう側には，崖Ｄがある。崖Ｄは，標高 110ｍから 120ｍにかけて高さ 10ｍの垂

直に切り立った崖である。この崖を北東側から南西に向かって見たときに見える地層の重なり方を，図７の

地層の記号を用いて模式的に表した図として適切なものを，次のア～カから１つ選んで，その符号を書きな

さい。 

 ア イ ウ エ オ カ 

 

      

(3) 図８は，ある地点Ｘについてボーリング調

査した結果を，図７のように，柱状図で模式的

に表したものである。図９は，各調査地点を×で

表しており，その位置関係と，標高を数値で表

している。地点Ｘは，図９のどの地点か，書き

なさい。ただし，図９上の調査地点は，地点Ａ

を「ほ－③」，地点Ｂを「は－①」，地点Ｃを「い

－③」のように表すこととする。 

図８ 図９ 
  

 

問１ 

(1)  

(2)  

(3)  

(4) 
安山岩  

花こう岩  

(5)  

問２ 

(1)  

(2)  

(3)  －  

 

問１ 

(1) ア 

(2) エ 

(3) ウ 

(4) 
安山岩  イ 

花こう岩  ウ 

(5) イ 

問２ 

(1) ク 

(2) オ 

(3) ろ － ④ 
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問１ (1) Ａの水溶液のようにゆっくりと冷やされると，結晶が大きく成長する。マグマが地下深くでゆっくり

と冷え固まってできた深成岩に大きな結晶が見られるのも，これと同じ理由からである。 

(2) マグマが急速に冷え固まってできた火山岩は，細かい石基の間に斑晶が散らばったつくりになっている。

このようなつくりを斑状組織という。また，大きな結晶が組み合わさってできた深成岩のつくりを等粒状組

織という。 

(3) ルーペを目に近づけて持ち，岩石の位置を動かして観察する。 

(4)・(5) 玄武岩，安山岩，流紋岩は火山岩で，はんれい岩，せん緑岩，花こう岩は深成岩である。ねばりけの

強いマグマが固まってできた流紋岩や花こう岩には無色鉱物が多くふくまれているため，白っぽい色をして

いる。ねばりけの弱いマグマが固まってできた玄武岩やはんれい岩には有色鉱物が多くふくまれているた

め，黒っぽい色をしている。安山岩やせん緑岩はその中間である。 

問２ (1) 地点Ａで地表から 2.5～５ｍの深さに見られる凝灰岩の層を基準として考える。地点Ａの標高は 100

ｍなので，凝灰岩の層は 97.5～95ｍの高さにある。地点Ｂでは同じ凝灰岩の層が地表から 27.5～30ｍの深

さに見られる。地点Ｂの標高は 120ｍなので，凝灰岩の層は 92.5～90ｍの高さにある。地点Ｃでは同じ凝灰

岩の層は 37.5～40ｍの深さにあり，地点Ｃの標高は 130ｍであることから，凝灰岩の層は 92.5～90ｍの高

さにある。つまり，地点Ｂと地点Ｃの間では地層の傾きはなく，地点Ａから地点Ｂに向かっては地層が５ｍ

低くなっている。よって，地層は北西に向かって低く傾いている。 

(2) 崖Ｄと地点Ａの間では地層の傾きはなく，地層は北西に向かって低く傾いている。よって，北東側から南

西に向かって崖Ｄを見ると，地層は右に低く傾いているように見える。崖Ｄでは標高 110～120ｍにかけて

地層が見えるので，地点Ａの地表よりも 10～20ｍ高い位置にあたる層が見られるはずである。つまり，上か

ら 2.5ｍの砂岩の層，５ｍの泥岩の層，2.5ｍの凝灰岩の層が見られることになる。 

(3) 地点Ｘの地表の層は，地点Ｃの地表より 7.5ｍ低い位置の層にあたり，地点Ｂの地表よりは 2.5ｍ，地点

Ａの地表よりは 27.5ｍ高い位置の層にあたる。地層は北西に向かって傾いているので，仮に地点Ｘが地点

Ｂと地点Ｃを結んだ直線上にあると考えると，地点Ｘの標高は 122.5ｍとなるが，図９でこれに当てはまる

場所はない。同様に地点Ａと崖Ｄを結んだ直線上で考えると，地点Ｘの標高は127.5ｍということになるが，

図９でこれに当てはまる場所はない。地点Ａと地点Ｂの中間にあたる地点，およびその地点を通って南西か

ら北東の直線上にある地点で考えると，地点Ｘの標高は 125ｍということになり，ろ―④があてはまる。 
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【過去問 24】 

火山の活動やプレートの運動について，次の問１，問２に答えなさい。 

（和歌山県 2016 年度） 

問１ 図１は，
うん

雲
ぜん

仙
ふ

普
げん

賢
だけ

岳（
へい

平
せい

成
しん

新
ざん

山)と
み

三
はら

原
やま

山の写真である。下の(1)～(3)に答えなさい。 

図１  

(1) 次の文中の①～③について，それぞれア，イのうち適切なものを１つずつ選んで，その記号を書きなさい。 

火山の形や色のちがい，噴火のようすは，火山のもととなったマグマの性質のちがいによる。雲仙普賢

岳は三原山に比べて，ねばりけが①｛ア 強い  イ 弱い｝マグマでつくられた。そのため，雲仙普賢

岳は三原山に比べて盛り上がった形の火山になり，噴出物の色は②｛ア 黒っぽい  イ 白っぽい｝色

をしている。また，噴火のようすは比較的③{ア 穏やかである  イ 激しい｝。 

(2) 次の文について，下の①，②に答えなさい。 

図２は，三原山で見つけた火成岩を観察したときのスケッチである。

岩石のつくりをみると，比較的大きな鉱物である
はん

斑
しょう

晶が，細かい粒な

どでできた  Ａ  という部分に囲まれている。このような岩石のつ

くりは  Ｂ  といい，この火成岩はマグマが    ａ    で， 

   ｂ    ことにより形成されたと考えられる。 

図２ 

 

① 文中の  Ａ  ， Ｂ  にあてはまる語を，書きなさい。 

② 文中の    ａ    ，   ｂ    にあてはまるものの組み合わせとして最も適切なものを，次

のア～エの中から１つ選んで，その記号を書きなさい。 

 ａ ｂ 

ア 地表近く 急に冷えた 

イ 地表近く ゆっくり冷えた 

ウ 地下深く 急に冷えた 

エ 地下深く ゆっくり冷えた 

(3) 火山活動は，周辺の人々の生活に大きな影響をおよぼすが，多くの恩恵も与えている。火山があることを

人々が活用し，恩恵を受けている例を，１つ簡潔に書きなさい。 
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問２ 次の(1)～(3)に答えなさい。 

(1) 図３は，日本付近の４つのプレートを模式的に表したものであ

る。図中のプレート  Ｘ  の名称として最も適切なものを，次の

ア～エの中から１つ選んで，その記号を書きなさい。 

ア 北アメリカプレート イ 太平洋プレート 

ウ フィリピン海プレート エ ユーラシアプレート 

図３ 

 

(2) 図４は，東北地方の断面を模式的に表したものであ

る。大規模な地震の発生しやすいところとして最も適

切なものを，ア～エの中から１つ選んで，その記号を書

きなさい。 

 

図４ 

 

(3) 海洋のプレートは
かい

海
れい

嶺で生まれ，海底を少し

ずつ移動し，やがて海溝に沈みこむ。図５はその

ことを模式的に表したものである。海嶺で生ま

れた海洋のプレートが，5000万年の間に 4000km

離れたところに移動したとすると，このプレー

トが１年あたりに移動した距離は何 cmか，書き

なさい。ただし，海洋のプレートが移動した向き

と速さは一定とする。 

図５ 

 

 

問１ 

(1) ①  ②  ③  

(2) 
① 

Ａ   

Ｂ   

②   

(3)  

問２ 

(1)   

(2)   

(3)   cm 
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問１ 

(1) ① ア ② イ ③ イ 

(2) 
① 

Ａ 石基 

Ｂ 斑状組織 

② ア 

(3) 地熱発電に利用している。 

問２ 

(1) ウ 

(2) ウ 

(3) ８ cm 

 

問１ (1) ① 火山をつくるマグマのねばりけが強いほど，火山の形は盛り上がった形になり，ねばりけが弱い

ほど傾斜のゆるやかな形になる。 

② ねばりけが強いマグマは，セキエイやチョウ石などの無色鉱物の割合が大きいため，噴出物の色は白っ

ぽい色をしている。 

③ マグマのねばりけが強いほど，噴火のようすは爆発的な激しいものになりやすい。 

(2) 細かい粒などでできたＡは，マグマが地表近くで急に冷えたために，大きな鉱物にならずに固まった石基

の部分である。このような石基と斑晶のつくりをもつ岩石のつくりを斑状組織という。 

(3) 火山の地下のマグマがもつ熱は，地熱発電や温泉などに利用されている。また火山がつくる景観は観光資

源にもなる。 

問２ (1) Ｘはフィリピン海プレートである。フィリピン海プレートの北西にユーラシアプレート，北に北アメ

リカプレート，東に太平洋プレートがある。 

(2) 図４のウの部分のように，海洋プレートが大陸プレートの下にもぐりこむ地点では，海洋プレートの動き

に引きずられた大陸プレートにひずみが生じ，ひずみが限界を超えると岩盤が崩壊し，大規模な地震を引き

起こす場合がある。 

(3) 4000km＝400000000cmなので，プレートが１年間に進む距離は， 

400000000〔cm〕÷50000000〔年〕＝８〔cm〕 
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【過去問 25】 

地震によるゆれ方の特徴などについて，あとの各問いに答えなさい。 

（鳥取県 2016 年度） 

問１ 次の地震計の記録は，ある地震における，

図１に示した観測地点 □Ａ  ，□Ｂ  ，□Ｃ  の記録

である。ただし，横軸はそれぞれの地点での

ゆれ始めからの時間〔秒〕を表している。な

お，この地震の震源の深さはきわめて浅く，

地下のつくりはどこも一様であるものとす

る。また，あとの文は，地震のゆれについてま

とめたものである。あとの問いに答えなさい。 

図１ 

 

 地震計の記録  

   

文 

地震のときには，最初に小さなゆれを感じ，続いて大きなゆれを感じることが多い。これは，大きなゆ

れをもたらす（ ① ）よりも，小さなゆれをもたらす（ ② ）のほうが（ ③ ）ためである。 

(1) 文の下線部について，このゆれを何というか，答えなさい。 

(2) 文の（ ① ）～（ ③ ）にあてはまる語句として，最も適切な組み合わせを，次のア～エからひとつ

選び，記号で答えなさい。 

 （ ① ） （ ② ） （ ③ ） 

ア Ｐ波 Ｓ波 震源で先に発生する 

イ Ｐ波 Ｓ波 伝わる速さが速い 

ウ Ｓ波 Ｐ波 震源で先に発生する 

エ Ｓ波 Ｐ波 伝わる速さが速い 
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(3) この地震の震央の位置を示したものとして，

最も適切なものを，図２のア～オの×印からひ

とつ選び，記号で答えなさい。 

 

図２ 
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問２ 写真は高知県室戸岬付近に見られる海岸段丘

という階段状の地形である。この地形は，大陸側

と太平洋側のプレートの動きによって大きな地

震がくり返し起こり，海岸付近の土地が変動して

できたものである。最近では，南海地震（1946年）

の際に大きな土地の変動があったことが知られ

ている。1900年から 1970年ごろにかけて観測さ

れた高知県室戸岬付近の土地の 

写真 

 

上下動をグラフに表したものとして，最も適切なものを，次のア～エからひとつ選び，記号で答えな

さい。 

ア イ 

  

ウ エ 

  

 

問１ 

(1)   

(2)   

(3)   

問２  
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問１ 

(1) 初期微動 

(2) エ 

(3) イ 

問２ ア 

 

問１ (1) 地震のときの最初の小さなゆれを初期微動，あとからくる大きなゆれを主要動という。 

(2) 初期微動はＰ波，主要動はＳ波によって起こる。Ｐ波はＳ波よりも伝わる速さが速いので初期微動が先に

起こる。 

(3) 地震計の記録から，震央は観測地点□Ｃに最も近く，観測地点□Ｂに最も遠い位置になる。また，観測地点

□Ａと□Ｃの震度の大きさのちがいから，震央は□Ｃに近い位置になるのでイになる。 

問２ 地震前に大陸側のプレートが太平洋側のプレートに引きずりこまれながら，土地が沈降し，大陸側のプレ

ートが反発して地震が発生するとき，土地が急に隆起したためにできた階段状の地形を海岸段丘という。グ

ラフはアになる。 

 



4 大地の変化(中１) 火山 地震 地層 大地 2016 年度 

54 

【過去問 26】 

次の問１～問３に答えなさい。 

（島根県 2016 年度） 

問１ 次の文を読んで，下の１，２に答えなさい。 

マサキさんはイギリスに留学していたカエデさんと話をする中で，イギリスには地震がほとんどない

ということを聞き驚きました。そこで，マサキさんは地震について調べることにしました。 

図１は，世界の地震分布図です。図１から地震が発生しているところは帯状に分布していることがわ

かります。なぜこのような特徴があるのかアオイ先生に聞いてみました。すると，「海底地形図を見ると

わかる」と言われたので，海底地形図を図書室から借りることにしました。図２の海底地形の模式図か

らマサキさんは，地震が発生している場所は次のような場所であると考察しました。 

  
考察 

 
    
 

 
地震が発生している場所は，海洋では海

かい

嶺
れい

（海底に連なる大山脈）付近や  Ａ  付近，大陸で

は大きな  Ｂ  付近などであることが考えられる。 

 

 

図１  

図２  

１ 考察の  Ａ  ， Ｂ  にあてはまる語をそれぞれ答えなさい。 
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２ 日本では，ほぼ毎日のように地震がどこかで観測されている。その中で，日本付近のプレートの境界で起

こる地震のしくみを「大陸プレート」と「海洋プレート」という語を用いて簡単に説明しなさい。 

問２ 図３は，午前７時 18 分 16 秒に発生したある地震の観測

地点（・）での，ゆれはじめの時刻の秒だけを記録した地図

である。また，図４はこの地震についてのＰ波とＳ波の到着

時間と震源からの距離の関係を表したグラフである。ただ

し，Ｐ波もＳ波もそれぞれ一定の速さで進むものとする。こ

れについて，次の１～３に答えなさい。 

１ 震源として最も適当な地点を，図３のア～エから一つ選

び，記号で答えなさい。 

２ 主要動を伝える波の速さは何㎞/秒か，求めなさい。ただ

し，小数第２位を四捨五入して答えなさい。 

図３ 

 

３ この地震において，隠岐の島町では初期微動継続

時間が 15秒であった。隠岐の島町にＳ波が到着した

時刻は何時何分何秒であると考えられるか，求めな

さい。 

図４ 

 

問３ 次の文を読んで，下の１～３に答えなさい。 

マサキさんは遠足で三瓶山に行きました。三瓶山は大昔に噴火して，そのときに降り積もった火山灰が

地層になっているとアオイ先生に教えてもらいました。マサキさんは風化した火山灰の層を少しけずっ

て袋に入れて持ち帰りました。 

１ 持ち帰った火山灰を小さじ１ぱい蒸発皿に入れて，観察しや

すくするためにいくつかの操作を行った。その後双眼実体顕微鏡

で火山灰の粒を観察すると，図５のようにきれいに観察すること

ができた。どのような操作を行ったか，簡単に答えなさい。 

２ 図５には色や形のちがう粒がたくさん見られる。これらの粒

の中で結晶になった物を何というか，その名称を漢字で答えなさ

い。 

図５ 
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３ 図６は三瓶山が約10万年前に噴火した時の火山灰の分布であ

る。このように火山灰が東北地方まで到達したのはなぜか，その

理由として最も適当なものを，次のア～エから一つ選び，記号で

答えなさい。 

ア 地表では東の風が吹いていたから。 

イ 地表では西の風が吹いていたから。 

ウ 上空では東の風が吹いていたから。 

エ 上空では西の風が吹いていたから。 

図６ 

 

 

問１ 

１ Ａ  Ｂ  

２  

問２ 

１  

２   km/秒 

３ 時     分     秒 

問３ 

１  

２  

３  

 

問１ 

１ Ａ 海溝 Ｂ 山脈 

２ 
海洋プレートが大陸プレートの下に沈み込み，変形した大陸プレ

ートの先端部が元に戻り地震が起こる。 

問２ 

１ イ 

２ 3.3 km/秒 

３ ７ 時 18 分 46 秒 

問３ 

１ 水を加えて，指で軽く押し洗いをし，にごった水を流す。 

２ 鉱物 

３ エ 

 

問１ １ 図１と図２を見ると，地震が起こった場所とおもな山脈，海溝，海嶺の場所が似ている。 

２ 日本付近では，海洋プレートが大陸プレートの下に沈み込むとき，大陸プレートが海洋プレートに引きず

り込まれる。大陸プレートがひずみにたえきれなくなって反発した反動で地震が起こる。 
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問２ １ 午前７時 18分 20秒の地点の中心にある，イの地点が震源と考えられる。 

２ 主要動を伝える波はＳ波である。Ｓ波は６秒で 20km進むので，
 20〔km〕

 ６〔秒〕
＝3.33…〔km/秒〕 

３ 初期微動継続時間はＰ波が到着してからＳ波が到着するまでの時間である。図４から初期微動継続時間

は震源からの距離が 20kmのとき３秒である。隠岐の島町での初期微動継続時間は 15秒であった 

 ので，震源から隠岐の島町までの距離は 20〔km〕×
 15 

３
＝100〔km〕 

 100〔km〕

 3.3〔km/秒〕
＝30.3…〔秒〕 

 ７時 18分 16秒＋30秒＝７時 18分 46秒 

問３ １ 水で火山灰をきれいに洗い流す。このとき指の腹などを使って軽く押し洗いをする。 

２ 噴出物にふくまれるマグマからできた結晶の粒を鉱物という。 

３ 火山灰は三瓶山より東に広く分布しているので，三瓶山が噴火したとき上空には西からの風が吹いてい

たと考えられる。 
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【過去問 27】 

理科の授業で，防災に関する調べ学習をした。次は，先生の発言と生徒の発表の様子の一部である。問いに答

えなさい。 

（岡山県 2016 年度） 

 

問５ 下線部ⓓ，下線部ⓔを，それぞれ何といいますか。 

問６       に当てはまる適当な語句を５字以内で書きなさい。 

 

問５ 
ⓓ   

ⓔ   

問６       

 

問５ 
ⓓ 震源 

ⓔ マグニチュード 

問６ 避 難 場 所   

 

問５ 地震の発生した場所を震源，震源の真上の地表の点を震央という。また，地震の規模の大きさをマグニチ

ュード，地震によるある地点での地面の揺れの程度を震度という。 

問６ 事前に地域のハザードマップを見て，避難場所などの情報を調べて，避難経路などを把握しておくと，マ

グニチュードの大きい地震が起きたとき，すぐに適切な行動をとることができる。 
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【過去問 28】 

地層の重なりについて調べた。問１～問５に答えなさい。 

（徳島県 2016 年度） 

図１は，ボーリング調査を行ったある地域の地形を模式的に表したものであり，図２は，図１のＡ～Ｃ地

点におけるボーリングで得られた試料をもとに作成した柱状図である。なお，図１の曲線は等高線を，数値

は標高を示しており，  線は，すべて等間隔である。また，この地域の地層は，各層とも平行に重なっ

ており，断層やしゅう曲はないものとする。 

図１ 図２ 
  

問１ Ｂ地点では，地表からの深さが６ｍより深いところには花こう岩が見られる。花こう岩には，セキエイ，

チョウ石，クロウンモなど，マグマからできて結晶になったものが見られる。このようなものを何というか，

書きなさい。 

問２ Ａ～Ｃ地点のれきの層にはチャートのれきが含まれていた。このチャートのれきの表面に，鉄製のくぎで

傷がつくかどうかを調べたときの結果と，うすい塩酸を２，３滴かけたときの反応についての説明として正

しいものを，ア～エから１つ選びなさい。 

ア 表面に傷がつき，うすい塩酸をかけると二酸化炭素が発生した。 

イ 表面に傷はつかず，うすい塩酸をかけても反応がなかった。 

ウ 表面に傷がつくが，うすい塩酸をかけても反応がなかった。 

エ 表面に傷はつかないが，うすい塩酸をかけると二酸化炭素が発生した。 

問３ 地層を調査するとき，同じ火山灰を含む層があれば，遠く離れた地域の地層を比べる手がかりになる。そ

れはなぜか，その理由を書きなさい。 

問４ 図１，図２から，この地域の地層は，ある方位に傾いていることがわかる。地層が下に傾いている方位を

八方位で書きなさい。 

問５ 図１のＸ地点の地層の重なりを推定することにした。この場所では，地表から深さ 10ｍまでの地層の重

なりはどのようになっていると考えられるか，図２に示した地層を表す記号を用いて，柱状図を書きなさい。 
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問１   

問２   

問３  

問４   

問５ 

  

 

問１ 鉱物 

問２ イ 

問３ 火山灰は，広い地域にわたって同じときに堆積するから。 

問４ 南西 

問５ 

 

 

問１ セキエイやチョウ石は無色鉱物，クロウンモは有色鉱物である。 

問２ チャートはかたい岩石で，鉄製のくぎでは傷がつかない。また，うすい塩酸をかけても反応はしない。な
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お，石灰岩はやわらかい岩石で，鉄製のくぎで傷がつき，うすい塩酸をかけると反応して二酸化炭素が発生

する。 

問３ 火山灰は火山が噴火したとき広い範囲に堆積するので，遠く離れた地域であっても，同じ火山灰をふくむ

層は同じ時期に堆積したと考えられる。 

問４ 図２の火山灰の層を基準に考える。Ａ地点は標高 14ｍなので，地表から６ｍの深さにある火山灰の層は，

標高８ｍの高さにある。同様に考えると，Ｂ地点の火山灰の層は標高９ｍ，Ｃ地点の火山灰の層は標高８ｍ

の高さにあることがわかる。このことから，地層はＡ地点とＣ地点の間では傾いておらず，Ｂ地点では高く

なっている。つまり，南西に向かって下に傾いていることになる。 

問５ Ｘ地点はＡ地点とＣ地点の中間にあるので，地層の高さはＡ地点やＣ地点と同じになっている。 

Ｘ地点の標高は 12ｍなので，Ａ地点で地表から２ｍの深さにある層が，Ｘ地点では地表にあたる。 
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【過去問 29】 

次の問いに答えなさい。 

（香川県 2016 年度） 

問１ 次の(1)，(2)の問いに答えよ。 

(1) 右の図Ⅰは，日本付近の４つのプレートとその境界を模式的に示した

ものである。これに関して，次のａ，ｂの問いに答えよ。 

ａ 次の㋐～㋓のうち，図Ⅰ中に示したプレートの関係について述べ

たものとして，正しいものを２つ選んで，その記号を書け。 

㋐ 北アメリカプレートの下に太平洋プレートが沈み込んでいる 

㋑ 太平洋プレートの下に北アメリカプレートが沈み込んでいる 

㋒ ユーラシアプレートの下にフィリピン海プレートが沈み込んで

いる 

㋓ フィリピン海プレートの下にユーラシアプレートが沈み込んで

いる 

図Ⅰ 

 

ｂ 太平洋プレートの中央部には，約 2770 万年前にできた火山島があり，太平洋プレートの動きによっ

て，現在の位置まで約 2500km移動したと考えられている。太平洋プレートは同じ方向に同じ速さで動き

続けるものとして，この火山島は１年間に約何 cm移動したと考えられるか。次のア～エのうち，最も適

当なものを一つ選んで，その記号を書け。 

ア 約 0.9cm イ 約 1.1cm ウ 約 9.0cm エ 約 11cm 

(2) 下の図Ⅱは，ある学校の敷地を模式的に示したものであり，図Ⅱ中に示したＰ～Ｓは，この敷地の地層を

調べるためにボーリングをおこなった地点を示している。この敷地の表面は平らに整地されており，Ｐ～Ｓ

の各地点の標高は同じである。また，この地域では，断層やしゅう曲は見られず，凝灰岩の層は一定の厚さ

で平面状に広がっている。下の図Ⅲは，Ｐ～Ｓの各地点でおこなったボーリングによって得られた試料をも

とにして作成した柱状図である。これに関して，あとのａ～ｄの問いに答えよ。 

図Ⅱ  図Ⅲ  

ａ この地域の地層には，傾きが見られる。図Ⅱ，Ⅲから判断して，凝灰岩の層は，北東，南東，南西，

北西のうち，どの方位にいくにつれて低くなっていると考えられるか。その方位を書け。 

ｂ Ｐ～Ｓの各地点と同じ標高にある図Ⅱ中のＸ地点でボーリングをおこなうと，凝灰岩の層は，地表か

らの深さがおよそ何ｍのところで見られると考えられるか。次のア～エのうち，最も適当なものを一つ

選んで，その記号を書け。 

ア 10ｍ イ 15ｍ ウ 20ｍ エ 25ｍ 
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ｃ 図Ⅲ中には，凝灰岩の層が見られるが，凝灰岩は何が積み重なり，おし固められてできたものか。そ

の名称を書け。 

ｄ 右の写真で示した化石は，ボーリングによって得られた泥

岩の層の中で見つかったビカリアの化石であり，新生代の代

表的な示準化石である。次の㋐～㋓のうち，新生代の地層中か

ら発見される可能性のある化石として，最も適当なものを一

つ選んで，その記号を書け。 
 

㋐ フズリナ ㋑ サンヨウチュウ ㋒ アンモナイト ㋓ メタセコイア 

 

問１ 

(1) 
ａ と 

ｂ   

(2) 

ａ   

ｂ   

ｃ   

ｄ   

 

問１ 

(1) 
ａ ㋐ と ㋒ 

ｂ ウ 

(2) 

ａ 北東 

ｂ イ 

ｃ 例  火山灰 

ｄ ㋓ 

 

問１ (1) ａ 太平洋プレートとフィリピン海プレートが海洋プレートで，それぞれ大陸プレートである北アメ

リカプレートとユーラシアプレートの下に沈み込む。 

ｂ 2500km＝250000000cmを 2770万年かけて移動したと考えられるので，１年間に移動した距離は， 

250000000〔cm〕÷27700000〔年〕=9.02…〔cm〕 

(2) ａ 図Ⅲで凝灰岩の層の深さを見ると，Ｑ地点で最も浅く，Ｒ，Ｓ地点で最も深くなっている。 

図Ⅱで平面上の位置関係を見ると，Ｑ地点からＳ地点までの距離より，Ｒ地点までの距離の方が短い。よっ

て，Ｑ地点からＲ地点に向かって低くなっていくと考えられる。 

ｂ 凝灰岩の層が，Ｑ地点からＲ地点へむけて，一定の傾きで下がっていくと考えた場合，Ｘ地点での凝灰岩

の層の深さは，Ｐ地点での凝灰岩の層の深さとほぼ等しくなると考えられる。 

ｃ 凝灰岩は，堆積した火山灰がおし固められてできる堆積岩である。 

ｄ フズリナ，サンヨウチュウは古生代，アンモナイトは中生代の地層からそれぞれ化石が発見される。メタ

セコイアは中生代～新生代の地層から化石が発見される。 
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【過去問 30】 

岩石と天体に関する次の問いに答えなさい。 

（愛媛県 2016 年度） 

問１ ［観察］花こう岩と石灰岩の表面を磨き，ルーペで観察

した。図１は，そのスケッチである。 

(1) 花こう岩は，地下の岩石が溶けた     と呼ばれる高温

の物質が冷えて固まった岩石である。    に当てはまる

適当な言葉を書け。 

図１ 

 

(2) 次の文の①，②の｛ ｝の中から，それぞれ適当なものを一つずつ選び，その記号を書け。 

花こう岩は，①｛ア 
とう

等
りゅう

粒
じょう

状組織  イ 
はん

斑
じょう

状組織｝というつくりを持ち，②｛ウ 地下深くでゆっく

り  エ 地表付近で急に｝冷えて固まってできたと考えられる。 

(3) 石灰岩に含まれているフズリナの化石は，代表的な示準化石の一つである。フズリナやアンモナイト，ビ

カリアなどのような示準化石となる生物の繁栄のしかたに共通する特徴を，「生活していた地域」「栄えてい

た期間」の二つの言葉を用いて簡単に書け。 

 

問１ 

(1)  

(2) ①  ②  

(3)  

 

問１ 

(1) マグマ 

(2) ① ア ② ウ 

(3) 生活していた地域が広く，栄えていた期間が短い。 

 

問１ (1) 花こう岩は，地下の高温のマグマが冷えて固まってできた岩石である。このような岩石を火成岩という。 

(2) 花こう岩をつくる鉱物の粒は，どれも比較的大きい。これはマグマが地下深くでゆっくりと冷えたために，

マグマに含まれる鉱物が大きな結晶となって固まったものである。このような岩石のつくりを等粒状組織と

いう。 

(3) 示準化石は，化石となった生物が生きていた年代を示すものである。よって，できるだけ広い地域に生息

していて，栄えていた期間が短い生物の化石が望ましい。 
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【過去問 31】 

次の問いに答えなさい。 

（高知県 2016 年度 A） 

問２ 火成岩のつくりを調べるために，２種類の火成岩Ａ，Ｂの一面を磨き，それぞれの色やつくりを肉眼やル

ーペで観察した。表は，火成岩Ａ，Ｂのスケッチと観察結果をまとめたものである。このことについて，下

の(1)～(3)の問いに答えよ。 

 火成岩Ａ 火成岩Ｂ 

ス
ケ
ッ
チ 

  

観
察
結
果 

・全体的にやや黒っぽい。 

・ところどころに大きな白っぽい粒や黒っぽい

粒があり，そのまわりには小さな粒がつまっ

ている。 

・全体的に白っぽい。 

・ほぼ同じ大きさの白っぽい粒や黒っぽい粒が

組み合わさっている。 

(1) 火成岩Ａのような岩石のつくりを何というか，書け。 

(2) 火成岩Ｂのでき方について述べた文として最も適切なものを，次のア～エから一つ選び，その記号を書け。 

ア マグマが地表または地表近くで，急に冷やされ固まってできた。 

イ マグマが地表または地表近くで，長い時間をかけてゆっくり冷えて固まってできた。 

ウ マグマが地下の深いところで，急に冷やされ固まってできた。 

エ マグマが地下の深いところで，長い時間をかけてゆっくり冷えて固まってできた。 

(3) 火成岩Ａ，Ｂには白色の同じ鉱物が含まれていた。この鉱物は何か。最も適切なものを，次のア～エから

一つ選び，その記号を書け。 

ア チョウ石 イ キ石 ウ カンラン石 エ カクセン石 
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問２ 

(1)  

(2)  

(3)  

 

問２ 

(1) 斑状組織 

(2) エ 

(3) ア 

 

問２ (1) 火成岩Ａのようなつくりを斑状組織，Ｂのようなつくりを等粒状組織という。 

(2) 等粒状組織をもつ火成岩Ｂは深成岩である。深成岩は，マグマが地下の深いところで，長い時間をかけて

ゆっくり冷えて固まってできる。なお，斑状組織をもつ火成岩Ａは火山岩で，マグマが地表または地表近く

で，急に冷やされ固まってできる。 

(3) チョウ石は無色鉱物，キ石，カンラン石，カクセン石は有色鉱物である。 
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【過去問 32】 

各地の
じ

地
しん

震計の記録を使って，ある地震による
ゆ

揺れの広がり方を調べ

た。図の ○ 内の数字は，各地における，地震発生から揺れ始めるまでの

時間〔秒〕を，  は
しん

震
おう

央の位置を示している。ただし，地震の揺れが伝わ

る速さはほぼ一定であり，この地震の
しん

震
げん

源は浅いものとする。 

（福岡県 2016 年度） 

問１ この地震が発生してから揺れ始めるまでの時間が，10 秒と考え

られる地点を，地点ａと地点ｂがつながるように，解答欄の図中に

なめらかな線で結べ。なお，海の部分は線で結ばないものとする。 

図 

 

問２ 下の    内は，この地震について調べているときの，愛さんと登さんと先生の会話の一部である。 

 先生 「表は，図の地点Ａ～Ｄでの，震源からの距離と震度を示した

ものです。この表を見て，気づいたことはありませんか。」 

 愛 「Ａ，Ｂ，Ｃについて見てみると，震源からの距離が遠くなる

につれて，震度は小さくなっています。」 

 登 「でも，そのようになっていないところもあります。なぜです

か。」 

表 

地点 
震源からの 

距離〔㎞〕 
震度 

 

Ａ 27 ５強  

Ｂ 39 ４  

Ｃ 71 ３  

Ｄ 74 ４  

 

 先生 「震度は，震源から遠くなるにつれて，ふつうは小さくなります。しかし，観測地点における（ ）の

ちがいによって，震源からの距離が同じ地点であっても，震度が異なることがあります。」 

 登 「だから，Ｄのように震源から遠くなっても，震度が大きくなることがあるのですね。」 

(1) 文中の（ ）にあてはまる内容を，簡潔に書け。 

(2) 図や表のＤでの値を用いて，震源からＤまでの，地震の揺れが伝わる速さを求めよ。なお，数値は小数第

２位を四捨五入して小数第１位まで求め，単位も正しく記入すること。 

問３ 下の    内は，愛さんが，緊急地震速報について調べた内容の一部である。文中の①，②の（ ）内か

ら，適切な語句をそれぞれ選び，記号で答えよ。 

緊急地震速報は，震源に近い地点における地震波の観測から，大きな揺れである①（ア 初期微動  イ 

主要動）を伝える②（ウ Ｐ波  エ Ｓ波）の各地での到達時刻を予測し，発表する防災情報である。 
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問１ 

図 

 

問２ 
(1)  

(2)    

問３ ①  ②  

 

問１ 

図 例 

 

問２ 
(1) 

例１ 

地盤の性質 

例２ 

土地のつくり 

(2) 5.7km/s 

問３ ① イ ② エ 

 

問１ 地震の揺れが伝わる速さがほぼ一定とされているので，揺れ始めまでの時間が 10 秒の地点をつないだ線

は，震央を中心として地点ａ，地点ｂを通る円になる。 

問２ (1) 地盤の性質が，揺れを伝えやすいやわらかいものだった場合などは，震源からの距離にかかわらず揺

れが大きくなることがある。 

(2) 地点Ｄは，震源からの距離が 74kmで，地震発生から揺れ始めるまでの時間が 13秒である。よって地震の

揺れが伝わる速さは，74〔km〕÷13〔ｓ〕＝5.69…〔km/ｓ〕で，小数第２位を四捨五入して 5.7km/ｓとす
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る。 

問３ 地震で，小さな揺れである初期微動の後にくる大きな揺れを主要動という。初期微動を伝える波をＰ波，

主要動を伝える波をＳ波という。 
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【過去問 33】 

次の問いに答えなさい。 

（佐賀県 2016 年度 一般） 

問４ 写真の岩石Ａ，岩石Ｂ，岩石Ｃは，石灰岩，チャート，凝灰岩のいずれかである。岩石Ａ～Ｃがどの岩石

であるかを調べるために，下の【実験】を行った。写真と【実験】の結果から考えて，岩石Ａ～Ｃの名称の

組み合わせとして最も適当なものを，下のア～カの中から一つ選び，記号を書きなさい。 

写真 

岩石Ａ 岩石Ｂ 岩石Ｃ 

   

 
 

【実験】 
 

  

① 岩石Ａ～Ｃを手でさわってみると，岩石Ａの表面は，岩石Ｂや岩石Ｃの表面と比べてざらざらして

いた。 

② 三つの岩石の表面を観察すると，岩石Ａだけに，小さな穴のある軽石がふくまれていることがわか

った。 

③ 岩石Ａと岩石Ｃをこすり合わせると，岩石Ａに傷がついた。岩石Ｂと岩石Ｃをこすり合わせると，

岩石Ｂに傷がついた。このことから，岩石Ｃが最もかたいということがわかった。 

④ 三つの岩石すべてにうすい塩酸を数滴かけると，岩石Ｂだけ表面から泡が出た。 

 

 岩石Ａ 岩石Ｂ 岩石Ｃ 

ア 石灰岩 チャート 凝灰岩 

イ 石灰岩 凝灰岩 チャート 

ウ チャート 石灰岩 凝灰岩 

エ チャート 凝灰岩 石灰岩 

オ 凝灰岩 石灰岩 チャート 

カ 凝灰岩 チャート 石灰岩 

 

問４   

 

問４ オ 
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問４ 実験の②より，軽石は火山噴出物なので，岩石Ａは火山噴出物が堆積して固まった凝灰岩と考えられる。

実験の④より，岩石Ｂはうすい塩酸をかけたときに二酸化炭素が発生する石灰岩であると考えられる。残り

の岩石Ｃがチャートである。 

 



4 大地の変化(中１) 火山 地震 地層 大地 2016 年度 

72 

【過去問 34】 

火山と火成岩について，あとの問いに答えなさい。 

（長崎県 2016 年度） 

地球の内部で熱によって岩石がとけるとマグマができ，そのマグマが地表に噴き出し，冷えて固まってできた

山を火山という。火山はその形によっていくつかに分類することができる。図１のＡ～Ｃは，分類した火山の断

面の形を，それぞれ模式的にあらわしたものである。 

図１  

問１ 図１のＡ～Ｃのように，さまざまな形の火山ができるのは，マグマのどのような性質の違いが関係してい

るか答えよ。 

問２ 図１のＡの火山について，噴火のようすと火山噴出物の色をＣの火山と比較した文として，最も適当なも

のは，次のどれか。 

ア Ａの火山はＣの火山と比べ，噴火は激しい場合が多く，火山噴出物の色は白っぽい。 

イ Ａの火山はＣの火山と比べ，噴火は激しい場合が多く，火山噴出物の色は黒っぽい。 

ウ Ａの火山はＣの火山と比べ，噴火はおだやかな場合が多く，火山噴出物の色は白っぽい。 

エ Ａの火山はＣの火山と比べ，噴火はおだやかな場合が多く，火山噴出物の色は黒っぽい。 

問３ 火山岩である玄武岩と流紋岩には，含まれる有色鉱物の割合に違いがある。玄武岩と流紋岩を比較したと

き，有色鉱物の割合が多い岩石はどちらか。また，その岩石に含まれるおもな有色鉱物は何か。その組み合

わせとして，最も適当なものは，次のどれか。 

  有色鉱物の割合が多い岩石 おもな有色鉱物 図２ 

 

 ア 玄武岩 キ石 

 イ 玄武岩 セキエイ 

 ウ 流紋岩 キ石 

 エ 流紋岩 セキエイ 

問４ 図２は，火山から噴出した火山岩のスケッチである。こ

のように，石基や斑晶がみられる岩石のつくりを何という

か。 

問５ 図３は，火山の地下深くでできた深成岩のスケッチである。

岩石のつくりを観察すると，同じくらいの大きさの鉱物が組み

合わさっていた。このような岩石のつくりができた理由を説明

せよ。 

図３ 
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問１  

問２  

問３  

問４  

問５  

 

問１ ねばりけの違い 

問２ エ 

問３ ア 

問４ 斑状組織 

問５ マグマがゆっくりと冷え固まったから。 

 

問１ マグマのねばりけが強いと火山はＣのような盛り上がった形になり，マグマのねばりけが弱いと火山はＡ

のようななだらかな形になる。 

問２ Ａのような火山をつくるマグマはねばりけが弱いので，噴火はおだやかになることが多く，火山噴出物の

色は黒っぽい。これに対し，Ｃのような火山をつくるマグマはねばりけが強いので，噴火は激しくなること

が多く，火山噴出物の色は白っぽい。 

問３ 玄武岩は，ねばりけの弱いマグマが固まってできた火山岩で，黒っぽい色をしている。これはキ石などの

有色鉱物を多く含んでいるからである。流紋岩は，ねばりけの強いマグマが固まってできた火山岩なので白

っぽい色をしており，セキエイなどの無色鉱物を多く含む。 

問４ 図２のように石基や斑晶が見られるつくりを斑状組織という。斑状組織は，マグマが地表付近で急速に冷

え固まってできた火山岩に見られる。 

問５ マグマが地下深くでゆっくりと冷え固まってできた深成岩には，図３のように同じくらいの大きさの鉱

物が組み合わさったつくりが見られる。これを等粒状組織という。 
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【過去問 35】 

次の問いに答えなさい。 

（熊本県 2016 年度） 

問１ 
たか

隆
お

雄さんは，熊本県内のある場所の地層から火山灰を採取し，双眼実体顕微

鏡で観察した。９図は，観察した火山灰をスケッチしたものである。 

(1) ９図の火山灰には，白色で柱状の鉱物である①（ア カクセン石  イ キ

石  ウ チョウ石）が含まれている。また，火山灰などの火山噴出物が堆積し

て固まったものは②（ア 石灰岩  イ せん緑岩  ウ 凝灰岩）とよばれる。

①，②の（  ）の中からそれぞれ正しいものを一つずつ選び，記号で答えなさ

い。 

９図 

 

次に隆雄さんは，安山岩，玄武岩，流紋岩の観察を行い，火山岩と火山灰との関連について調べた。 

10図は，安山岩をルーペで観察し，スケッチしたものである。 

(2) 10図の安山岩には，大きな鉱物が小さな粒の間に散らばって見えた。このよ

うなつくりを  ①  組織といい，マグマが地下にある間は②（ア 急速に  

イ ゆっくりと）冷やされて斑晶ができる。その後，地表付近に上がってくると

③（ア 急速に  イ ゆっくりと）冷やされて石基ができる。 

 ①  に適当な語を入れなさい。また，②，③の（  ）の中からそれぞれ正

しいものを一つずつ選び，記号で答えなさい。 

10図 

 

(3) 安山岩，玄武岩，流紋岩のうち，溶岩がうすく広がってできた傾斜のゆるやかな火山で主に見られるもの

を一つ選び，岩石名を書きなさい。また，そのような傾斜のゆるやかな形の火山になる理由を書きなさい。 

(4) 隆雄さんが観察した火山灰と火山岩との関連を調べるとき，火山灰に含まれる鉱物の     から，この

火山灰をふき出した噴火によってできた火山岩の種類を推定できる。    に当てはまるものを，次のア

～エから一つ選び，記号で答えなさい。 

ア 大きさや形 イ 集まり方や数 ウ 種類や割合 エ 固さや質量 

さらに，観察した火山灰について調べたところ，日本列島の，離れた場

所Ｘ～Ｚに同じ火山灰を含む地層があり，火山灰の厚さは，Ｘ，Ｙ，Ｚの

順にうすくなることがわかった。11図は，この火山灰を噴出した火山の位

置と，火山灰の厚さの分布を模式的に示したものである。 

 

11図 
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(5) Ｘ～Ｚの位置を表した図として適当なものを，次のア～エから一つ選び，記号で答えなさい。 

ア イ ウ エ 
    

 

問１ 

(1) ①  ②  

(2) ①  ②  ③  

(3) 

岩石名  

理由  

(4)  

(5)  

 

問１ 

(1) ① ウ ② ウ 

(2) ① 斑状 ② イ ③ ア 

(3) 

岩石名 玄武岩 

理由 マグマのねばりけが弱いから。 

(4) ウ 

(5) エ 

 

問１ (1) チョウ石は白色で柱状の無色鉱物である。カクセン石やキ石は有色鉱物である。火山灰が堆積してでき

た岩石は凝灰岩という。石灰岩は生物の死がいが堆積してできた岩石である。せん緑岩は堆積岩ではなく，マ

グマがゆっくり冷え固まってできた深成岩である。 

(2) 安山岩はマグマが地表近くで急速に冷え固まってできた火山岩である。火山岩のつくりは石基と斑晶か

らなる斑状組織になっている。大きな結晶である斑晶はマグマが地下でゆっくり冷えたときにできたもの

で，石基は地表近くで急速に冷えたときにできたものである。 

(3)・(4) マグマのねばりけが弱いと，溶岩がうすく広がった傾斜のゆるやかな形の火山ができる。安山岩，玄

武岩，流紋岩はいずれも火山岩だが，玄武岩はねばりけの弱いマグマからできたもので，色は黒っぽい。こ

れは有色鉱物を多く含んでいるからである。流紋岩はねばりけの強いマグマからできたもので，色は白っぽ

い。これは無色鉱物を多く含んでいるからである。 

(5) 火山灰の厚さが，Ｘは 30cm以上，Ｚで 20cm以上，Ｚで 20cm未満になるのはエである。 
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【過去問 36】 

地震の揺れの伝わり方について，気象庁の地震の記録をもとに，次の調べ学習を行った。問１～問４に答えなさい。 

（大分県 2016 年度） 

□１  [図１]は，岩手・宮城内陸地震（2008年６月 14日８時 43分 40秒に発生）の震度分布図をもとに作成した

ワークシートの一部である。 

 [図１]の×は震央の位置を，図中の数字は各観測点での震度を示しており，  ，  はそれぞれ震度５弱，

６弱を，  ，  は，それぞれ震度５強，６強を表している。 

 また，
せん

仙
だい

台，
ふく

福
しま

島，
ひ

日
たち

立の３つの観測点については，数字を消している。 

□２  岩手・宮城内陸地震による記録のうち，仙台，福島，日立の３つの観測点での地震計の記録を調べた。[図

２]のＡ～Ｃは，それぞれ３つの観測点のいずれかの記録である。 

 [図２]のＡ～Ｃで，縦軸は「揺れの大きさ」を，横軸は「地震発生後の時間」をそれぞれ表している。 

[図１] 

 

[図２] 

 

問１ 仙台，福島，日立の３つの観測点での地震計の記録は，[図２]のＡ～Ｃのうち，それぞれどれか。仙台，

福島，日立の順に記号で書きなさい。 



4 大地の変化(中１) 火山 地震 地層 大地 2016 年度 

77 

問２ [図１]の震央に近い地域の震度のようすを詳しく調べ

たところ，[図３]のように，震源から約 45km離れた観測点

の
かね

金
やま

山では震度３，同様に約 45km 離れた
も

最
がみ

上では震度５

弱であった。震源からの距離がほぼ同じであるのに，最上

の震度の方が金山の震度より大きいのはなぜか。その理由

を「地盤」という語句を用いて，解答欄の１行目の書き出

しに続けて簡潔に書きなさい。 

[図３] 

 

問３ 岩手・宮城内陸地震が発生した数時間後，この地震よりマグニチュードの小さな地震がほぼ同じ震源で発

生した。このとき，仙台の観測点での初期微動継続時間の長さと揺れの大きさは，岩手・宮城内陸地震と比

べてどのようになったと考えられるか。最も適当な組み合わせを，ア～エから１つ選び，記号で書きなさい。 

 初期微動継続時間の長さ 揺れの大きさ 

ア 短くなった 小さくなった 

イ 短くなった 変わらなかった 

ウ 変わらなかった 小さくなった 

エ 変わらなかった 変わらなかった 
 

問４ [図４]のＤ～Ｆは，ある地震の観測

点の位置を模式的に表したものである。

調べたところ，Ｄ～Ｆの観測点の標高は

同じで，観測点から震源までの距離がそ

れぞれ 55km，70km，110kmとわかったの

で，各観測点から震源までの距離を表す

円をかいた。 

 この地震の震央の位置を，解答欄に

作図によって求め×で示しなさい。た

だし，作図には定規を用い，作図に使っ

た線は消さないこと。 

[図４] 
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問１ 仙台  福島  日立  

問２ 
金山よりも  

問３  

問４ 

 

 

問１ 仙台 Ｂ 福島 Ａ 日立 Ｃ 

問２ 金山よりも 最上の地盤がやわらかいため。 

問３ ウ 

問４ 

 

 

問１ 震源に近い地点ほど初期微動が始まるまでの時間は短く，初期微動継続時間は短いから，仙台はＢ，福島

はＡ，日立はＣである。 

問２ 震源からの距離が同じでも，地盤がやわらかい地点ほど強い地震の揺れが起き，震度は大きくなる。つま

り，震源からの距離がほぼ同じなのに最上の震度の方が金山の震度が大きいのは，金山よりも最上の地盤が

やわらかいためである。 

問３ 岩手・宮城内陸地震とほぼ同じ震源で発生した地震だから，震源から仙台の観測点までの距離は変わらな

い。したがって，Ｐ波とＳ波が届くまでの時間は変わらず，この２つの波が届くまでの時間の差である初期

微動継続時間は変わらない。また，岩手・宮城内陸地震よりマグニチュードは小さいので，地震で放出され

るエネルギーは小さく，揺れの大きさは小さくなる。よって，最も適当な組み合わせはウである。 

問４ 震源は地下にあり，各観測点からの震源までの距離を半径とした球を作図した場合，球が交差する場所が

震源になる。この問題のように，平面上に各観測点から震源までの距離を表す円をかいた場合，２か所の観

測点からの円は２点で交わり，交わる２点を結んだ直線上の真下に震源がある。震源を１点にしぼるために，

第３の観測点から震源までの距離を表す円をかき，他の円と交わる２点をそれぞれ直線で結ぶと，３本の直

線ができる。震源は，それぞれの直線上の直下にあるので，震源がある場所は３本の直線の交点の真下にな

る。よって，震央は３つの直線の交点となる。この問題では，３つの観測点Ｄ，Ｅ，Ｆから震源までの距離

を表す円がかかれているので，円Ｄと円Ｅ，円Ｄと円Ｆ，円Ｅと円Ｆのそれぞれの２つの交点を結んででき

る３本の直線の交点が震央である。 
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【過去問 37】 

次の問いに答えなさい。答えを選ぶ問いについては記号で答えなさい。 

（鹿児島県 2016 年度） 

問１ 桜島，伊豆大島火山（三原山），雲仙普賢岳のマグマの性質を知るために，火山噴出物の一種である火山

灰の観察を行った。次の手順１～４は，火山灰を観察するときの方法である。 

手順１ 少量の火山灰を蒸発皿にとる。 

手順２ 水を蒸発皿の半分まで入れて     ，にごった水を捨てる。 

手順３ 水がにごらなくなるまで，手順２をくり返す。 

手順４ ルーペや双眼実体顕微鏡で，粒の色や形などを観察する。 

１ 手順２の     にあてはまることばとして最も適当なものはどれか。 

ア 乳棒を使ってよく砕き イ ガラス棒でかき混ぜ 

ウ 指の腹でおし洗い エ ガスバーナーで加熱し 

２ 観察する火山灰に磁鉄鉱が含まれているかどうかを調べたい。それを調べる方法を書け。 

３ Ａ～Ｃは桜島，伊豆大島火山（三原山），雲仙普賢岳の火山灰のスケッチである。Ａ～Ｃをマグマのねば

りけが弱い順に並べよ。 

Ａ Ｂ Ｃ 

   

 

問１ 

１   

２  

３ →        → 

 

問１ 

１ ウ 

２ 磁石につく粒があるか調べる。 

３ Ｂ → Ａ → Ｃ 

 

問１ １ 火山灰を指の腹でおし洗いすることによって，鉱物に付着している粘土質をこすり落とすことができる。 

２ 磁鉄鉱は鉄を含む酸化鉱物で，磁力を帯びている。そのため，磁石に引きつけられる性質をもっている。 

３ マグマに含まれる無色鉱物（セキエイ，チョウ石）の割合が大きいほど，マグマのねばりけが強い。よっ

て，黒っぽい鉱物が多いほどマグマのねばりけが弱いと考えられる。 
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【過去問 38】 

ごく浅い場所を震源とする地震が，図１の×印で発生したと仮定する。地震のゆれを観測した地点Ａ～Ｄの説

明を読んで，次の問いに答えなさい。ただし，図１は図の上方向を真北として，震央と地点Ａの位置関係を描いて

おり，１目盛りは 10 ㎞である。また，震源までの深さは無視できるものとし，地震のゆれは一定の速さで伝わっ

たものとする。 

（沖縄県 2016 年度） 

<各地点の説明> 

地点Ａ：震央から見て真北の方向にあり，地震が発

生してから 10秒後にゆれ始めた。 

地点Ｂ：この地点から真西の方向に震央があり，地

震が発生してから 15秒後にゆれ始めた。 

地点Ｃ：震央から見てちょうど南東，地点Ｂから見

て真南の方向の地点である。 

地点Ｄ：この地点から真東の方向に震央があり，地

震が発生してから 18秒後にゆれ始めた。 

図１ 

 

問１ はじめに伝わる小さなゆれである初期微動を伝える波を何というか答えなさい。 

問２ 初期微動を伝える波の速さは何 km/ｓか答えなさい。 

問３ 地点Ｃの場所は，図１中のどこになるか解答用紙の図の中に記入しなさい。ただし，地点Ａのように，地

点Ｃの場所を点（●）と記号（Ｃ）で示しなさい。 

問４ 震源から観測地点までの距離と，観測された初期微動継続時間の説明として，もっとも適当なものを次の

ア～クから１つ選んで記号で答えなさい。 

ア 地点Ａは，震源からもっとも遠く，初期微動継続時間がもっとも短い。 

イ 地点Ａは，震源からもっとも遠く，初期微動継続時間がもっとも長い。 

ウ 地点Ｂは，震源からもっとも遠く，初期微動継続時間がもっとも短い。 

エ 地点Ｂは，震源からもっとも遠く，初期微動継続時間がもっとも長い。 

オ 地点Ｃは，震源からもっとも遠く，初期微動継続時間がもっとも短い。 

カ 地点Ｃは，震源からもっとも遠く，初期微動継続時間がもっとも長い。 

キ 地点Ｄは，震源からもっとも遠く，初期微動継続時間がもっとも短い。 

ク 地点Ｄは，震源からもっとも遠く，初期微動継続時間がもっとも長い。 

問５ 地震による被害を最小限におさえるために，各地に強いゆれが到達する時刻や震度を知らせる緊急地震

速報が活用されている。場所によって，緊急地震速報が届いてから強いゆれが到達するまでの時間は異なる。 

 地点Ｄの人には，緊急地震速報が届いてから強いゆれに備える時間は何秒あるか答えなさい。ただし，強

いゆれを伝える波の速さは４km/ｓ，地震が発生してから気象庁が緊急地震速報を発表するまでに３秒かか

ったとする。また，緊急地震速報は，発表と同時に各地点へ伝わるものとする。 
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問１  

問２   km/s 

問３ 

 

問４  

問５   秒 

 

問１ Ｐ波 

問２ ８ km/s 

問３ 

 

問４ カ 

問５ 33 秒 

 

問１ 初期微動を伝える波をＰ波といい，初期微動の後に到達する大きなゆれである主要動を伝える波をＳ波と

いう。 

問２ 震央から 80kmの地点Ａで，地震発生から 10秒後にゆれていることから， 
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Ｐ波の速さは，80〔km〕÷10〔ｓ〕＝８〔km/ｓ〕 

問３ 地点Ｂは震央から真東の方向で，地震が発生してから 15秒後にゆれ始めたことから，震央から地点Ｂま

での距離は，８〔km/ｓ〕×15〔ｓ〕＝120〔km〕である。地点Ｃは，震央から南東方向に引いた直線と，地

点Ｂから真南の方向に引いた直線が交わる位置にある。 

問４ 震央から各地点までの距離は次のようになる。 

地点Ａ…80㎞ 

地点Ｂ…120㎞ 

地点Ｃ…問３の作図より，震央，地点Ｂ，地点Ｃを結んだ三角形は，直角二等辺三角形になる。直角二等辺

三角形の３辺の比は１：１： ２ なので，震央から地点Ｃまでの距離は， 

 120〔㎞〕× ２ ≒120×1.4＝168〔㎞〕 

地点Ｄ…地震発生後 18秒後にゆれ始めたことから，震央から地点Ｄまでの距離は， 

 ８〔㎞/ｓ〕×18〔ｓ〕＝144〔㎞〕 

よって，震源から最も遠いのは地点Ｃである。初期微動継続時間の長さは，震源から遠ざかるほど長くなる。 

問５ 問４より，地点Ｄの震央からの距離は 144km である。この距離を速さ４km/ｓの波が伝わる時間は，144

〔km〕÷４〔ｓ〕＝36〔ｓ〕である。緊急地震速報は地震発生から３秒後に発表されているので，強いゆれ

が到達するまでには，36〔ｓ〕－３〔ｓ〕＝33〔ｓ〕の余裕がある。 

 

 


